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芸術の翼、はばたく。
滋賀県立芸術劇場

Biwako Hall Center for the Performing Arts，Shiga

〈2022年 主な自主公演〉詳細はホームページをご覧ください。

https://www.biwako-hall.or.jp/　
びわ湖ホール 検　索TEL 077-523-7136 10:00～ 19:00　火曜休館

〒520-0806　滋賀県大津市打出浜15-1
※全席指定・税込。青少年は25歳未満。
　シアターメイツは窓口・電話受付のみ取扱い。

びわ湖ホール声楽アンサンブル 
第76回定期公演
プッチーニ作曲 歌劇『ジャンニ・スキッキ』
（演奏会形式／全１幕／イタリア語上演・日本語
字幕付）
11月19日（土）14:00開演〔中ホール〕
指揮：大川修司　ピアノ：越知晴子　構成：中村敬一
一般3,000円　青少年1,500円 チケット発売中

坂東玉三郎 お話と素踊り
11月20日（日）15:00開演〔大ホール〕
出演：坂東玉三郎（お話・素踊り）　
富山清琴（三絃・胡弓・歌）　
富山清仁（三絃・歌）
S席5,000円　A席4,000円　青少年2,000円
チケット発売9月24日(土)

沼尻竜典オペラセレクション
ロッシーニ作曲 オペラ『セビリアの理髪師』
（全２幕／イタリア語上演・日本語字幕付）
11月26日（土）・27日（日）14:00開演〔大ホール〕
指揮：沼尻竜典　演出：粟國 淳　
管弦楽：日本センチュリー交響楽団
S席11,000円　A席9,000円　ほか チケット発売中

びわ湖ホール声楽アンサンブル 
美しい日本の歌
12月3日（土）14:00開演〔大ホール〕
指揮：本山秀毅　
管弦楽：京都フィルハーモニー室内合奏団
昭和、平成の懐かしい歌をお届けします。
一般2,500円　青少年1,000円　
シアターメイツ500円 チケット発売中

野村万作・野村萬斎狂言公演
12月4日（日）  13:00／17:00開演〔中ホール〕
演目：「佐渡狐」「竹生嶋参」「首引」
S席6,500円　A席5,500円　青少年4,000円　
シアターメイツ2,000円
チケット発売9月24日（土）

びわ湖ホール
ジルヴェスター・コンサート 2022
12月31日（土）15:00開演〔大ホール〕
指揮：沼尻竜典　管弦楽：大阪交響楽団　
独唱・合唱：びわ湖ホール声楽アンサンブル ほか
SS席8,500円　S席7,000円　A席5,500円　
B席4,000円　ほか
チケット発売10月23日（日）

びわ湖ホール声楽アンサンブルびわ湖ホール声楽アンサンブル 坂東玉三郎 日生劇場公演より　撮影：三枝近志

昨年度の公演より 野村萬斎野村万作 「ジルヴェスター・コンサート2021」より

●びわ湖ホールチケットセンター



◎
「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」
開
催
の
ご
案
内

　

首
都
圏
に
お
け
る
滋
賀
魅
力
体
験
創
造
に
向
け
、
滋
賀
県
ゆ
か
り
の

人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創

出
、「
滋
賀
・
び
わ
湖
ブ
ラ
ン
ド
」
の
発
信
及
び
ふ
る
さ
と
滋
賀
の
フ
ァ

ン
つ
く
り
を
目
指
し
て
開
催
さ
れ
て
き
た「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」で
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
続
く
影
響
に
よ
り
、
今
年
度

は
滋
賀
県
が
実
施
す
る
「
関
係
人
口
創
出
イ
ベ
ン
ト
」
に
合
わ
せ
て
特

別
昼
食
会
の
形
式
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

例
年
と
は
違
う
形
で
の
開
催
に
は
な
り
ま
す
が
、
ゆ
か
り
の
方
々
と

の
二
年
ぶ
り
の
交
流
に
加
え
、
た
く
さ
ん
の
〝
滋
賀
〟
に
触
れ
て
い
た

だ
く
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
万
全
の
感
染
対
策
の
上
、
会
員
の

皆
様
に
は
ご
臨
席
賜
り
た
く
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

と
き
：
令
和
四
年
十
一
月
二
十
日
（
日
）

　
　
　

十
二
時
三
十
分
～
十
三
時
四
十
五
分
（
開
場
十
一
時
三
十
分
）

会
場
：
東
京
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
紀
尾
井
町
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム

　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
一

－

二

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

 

〇
三

－

三
二
八
八

－

五
五
〇
〇

会
費
：
お
一
人
様
／
五
千
円
（
三
十
九
歳
以
下
の
方
は
三
千
円
）

内
容
：
受
付
開
始
／
十
一
時
三
十
分

　
　
　

開
会
・
主
催
者
挨
拶
／
十
二
時
三
十
分

　
　
　

 

び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
・
お
弁
当
（
昼

食
）・
お
楽
し
み
抽
選
会
／
十
二
時
四
十
分

　
　
　

琵
琶
湖
周
航
の
歌　

清
聴
／
十
三
時
二
十
五
分

　
　
　

ご
懇
談
／
十
三
時
四
十
五
分

　
主
催
：
滋
賀
県

　
　
　

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会

　

後
日
お
送
り
す
る
ご
案
内
書
裏
面
の
申
込
書
に
て
、
お
申
込
期
限
迄

に
お
申
込
み
下
さ
い
。

※
会
場
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
提
供
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
の
状
況
に
よ
り
、
日
程
・
内
容

の
中
止
ま
た
は
変
更
の
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ

さ
い
。
中
止
・
変
更
の
場
合
は
別
途
告
知
い
た
し
ま
す
。
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東
京
滋
賀

県
人
会
の
皆

さ
ま
に
は
、
ご

家
族
共
々
お

変
わ
り
な
き

こ
と
と
拝
察

し
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
に

蔓
延
し
て
か
ら
既
に
二
年
半
以
上
に
な

り
ま
す
。
漸
く
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
と
と

も
に
あ
る
程
度
そ
の
拡
散
を
抑
制
出
来

つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て

ま
た
強
烈
な
変
異
株
が
出
現
し
て
感
染

者
が
急
増
す
る
な
ど
、
社
会
経
済
が
元

に
戻
る
に
は
ま
だ
相
当
な
時
間
が
か
か

り
そ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
去
る
二
月
末
に

突
如
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
軍
事
侵

攻
す
る
と
い
う
、
世
界
中
が
驚
愕
す
る

出
来
事
が
発
生
し
ま
し
た
。
国
と
し
て

の
尊
厳
を
踏
み
に
じ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
人
々
の
自
由
と
人
権
を
奪
う
こ
の
ロ

シ
ア
の
暴
挙
が
許
さ
れ
る
は
ず
が
あ
り

ま
せ
ん
。
一
方
、
国
内
で
は
七
月
八
日

に
奈
良
で
参
議
院
選
挙
応
援
の
為
に
遊

説
中
だ
っ
た
安
倍
元
総
理
が
暗
殺
さ
れ

る
と
い
う
、
自
由
と
民
主
主
義
国
家
の

日
本
で
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

テ
ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
国
内
外

と
も
混
乱
の
極
み
に
思
え
ま
す
が
、
こ

こ
は
人
類
の
英
知
を
結
集
し
て
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
鎮
静
化
さ
せ
る
と
と

も
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
が
早
期

に
終
結
し
傷
つ
い
た
国
家
の
復
興
が
一

日
も
早
く
開
始
さ
れ
る
の
を
希
望
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
世
界
に
平
和

が
戻
り
、
人
々
が
手
を
取
り
合
え
る
よ

う
な
世
の
中
の
安
寧
を
切
に
望
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
会
報
は
昭
和
三
十
一

年
に
発
刊
後
、
今
号
で
二
〇
〇
号
と

い
う
節
目
の
記
念
号
を
迎
え
ま
し
た
。

二
〇
〇
号
記
念
特
集
と
し
て
、
七
月
の

知
事
選
で
三
選
を
果
た
さ
れ
た
三
日
月

知
事
に
ご
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
四
月
二
十
九
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・

オ
ー
プ
ン
し
た
「
こ
こ
滋
賀
」
の
青
田

新
所
長
に
も
色
々
と
お
話
を
伺
っ
て
お

り
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
の
県
人
会
の
活
動
は
、

令
和
二
年
度
と
同
様
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

相
当
影
響
は
受
け
た
も
の
の
、
甲
賀
市

と
長
浜
市
か
ら
の
交
流
・
受
託
事
業
に

加
え
て
、
従
来
通
り
「
こ
こ
滋
賀
」
等

で
の
イ
ベ
ン
ト
や
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾

の
開
催
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま 

し
た
。

甲
賀
市
と
は
歌
舞
伎
座
で
の
物
産
展
や

ポ
ス
タ
ー
展
の
開
催
、「
こ
こ
滋
賀
」

そ
し
て
銀
座
メ
ル
サ
な
ど
で
の
陶
芸
体

験
や
甲
賀
茶
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
様
々
な

企
画
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
長
浜

市
と
は
東
京
観
音
堂
の
設
置
や
講
演
、

秋
の
石
田
三
成
展
な
ど
の
企
画
に
つ
い

て
ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
（
令
和
四
年
度
）
の
県
人
会

の
活
動
は
、
ま
ず
年
次
総
会
を
九
月
三

日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
十
一
月
に

は
二
年
ぶ
り
と
な
る
「
近
江
ゆ
か
り
の

会
」
を
県
と
の
共
催
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。
そ
の
他
に
も
、
恒
例
の
「
こ
こ

滋
賀
」
で
の
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
の
開
催

や
、
甲
賀
市
と
の
受
託
事
業
な
ど
滋
賀

を
舞
台
と
す
る
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
企

画
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
会
員
の
皆
様
に
様
々
な
情
報
を

提
供
す
べ
く
、
広
報
活
動
の
一
環
と
し

て
、
会
報
と
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
引

き
続
き
充
実
さ
せ
る
予
定
で
す
。
東
京

滋
賀
県
人
会
活
動
の
ご
紹
介
、
ふ
る
里

滋
賀
の
市
町
の
ご
案
内
、
歌
舞
伎
座
さ

ん
と
の
コ
ラ
ボ
、
ふ
る
里
の
様
々
な
風

景
や
ス
ポ
ッ
ト
、
更
に
滋
賀
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
興
味
深

い
投
稿
記
事
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
三
日
月
知
事

が
三
選
を
果
た
さ
れ
、〝
健
康
し
が
〟〝
Ｍ

Ｌ
Ｇ
ｓ
〟
や
〝
ビ
ワ
イ
チ
〟
な
ど
高
い

目
標
が
今
後
益
々
大
き
く
展
開
さ
れ
て

い
く
も
の
と
思
い
ま
す
し
、
ま
た
県
民

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
「
彦

根
城
の
世
界
遺
産
登
録
」
と
い
う
重
要

な
目
的
も
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
我
が

ふ
る
里
滋
賀
が
、
益
々
注
目
さ
れ
て
い

く
の
で
は
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り 

ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
及
び
関
係
各
位
の
皆

さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
本
年
度
も
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
と
会
員
の
交
流
に
努
め
て

い
く
所
存
で
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ふ
る
里
滋
賀
と

東
京
滋
賀
県
人
会
の
益
々
の
発
展
と
会

員
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
心
か

ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

一
般
社
団
法
人　

東
京
滋
賀
県
人
会　

会
長　

小
林　

洋
一
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（
植
野
）　

本
日
は
滋
賀
県
知
事
選
挙
直
後
で
特
に
お
忙
し
い

中
、
東
京
滋
賀
県
人
会
会
長
と
の
対
談
に
貴
重
な
お
時
間
を
頂

戴
し
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
初
に
、
小
林
会
長

よ
り
知
事
に
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
、
そ
の
後
本
日
の
対
談
に
進

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
林
）　

ま
ず
は
、
先
日
の
知
事
選
挙
で
三
選
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
こ
と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
今
回
東
京
滋
賀
県
人
会
の
会
報
が
、

発
刊
後
二
〇
〇
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

記
念
号
特
別
記
事
と
し
て
知
事
と
の
対
談
を
企
画
し
ま
し
た

が
、
本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
お
時
間
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た

こ
と
、
あ
ら
た
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
知
事
）　

お
か
げ
さ
ま
で
第
三
期
目
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
物
価
騰
貴
な
ど
課
題
山
積
で
あ
り
、
知
事

と
し
て
県
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
重
責
を
感
じ
て
い

ま
す
。

東
京
滋
賀
県
人
会
さ
ま
が
昭
和
二
十
四
年
に
発
足
し
、
湖
国

の
方
々
が
首
都
圏
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
貴
会
の
会
報

が
こ
の
度
発
刊
二
〇
〇
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は

誠
に
お
め
で
た
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

（
植
野
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
九
月
発
行
予
定
の
東
京
滋
賀
県
人
会
会
報
第

二
〇
〇
号
記
念
号
に
つ
い
て
、
会
長
か
ら
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

（
小
林
）　

東
京
滋
賀
県
人
会
の
会
報
「
滋
賀
縣
人
」
は
、
こ
れ

ま
で
多
く
の
東
京
滋
賀
県
人
会
の
方
々
が
、
そ
の
時
々
の
県
人

会
を
取
り
巻
く
様
々
な
行
事
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
六
十
有
余
年
に

亘
っ
て
積
み
重
ね
て
来
ら
れ
た
、
貴
重
な
財
産
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

東
京
滋
賀
県
人
会
は
一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
年
）
に
発

足
し
、
今
年
は
発
足
後
七
十
三
年
を
迎
え
ま
す
。

会
報
第
一
号
は
、
県
人
会
発
足
後
七
年
目
の
、
一
九
五
六
年

（
昭
和
三
十
一
年
）
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
時
の
県
人
会

会
長
は
村
上
義
一
さ
ま
、
ま
た
滋
賀
県
知
事
は
森
幸
太
郎
先
生

で
、
元
衆
議
院
議
長
の
堤
康
次
郎
先
生
に
顧
問
を
務
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
報
第
一
〇
〇
号
は
発
刊
の
二
十
八
年
後
、一
九
八
四
年（
昭

三
選
を
果
た
し
て
目
指
す
、

　

ふ
る
里
滋
賀
の
魅
力
発
信
と
さ
ら
な
る
発
展

令
和
四
年
八
月
五
日　

滋
賀
県
庁
に
て

司
会
：
植
野 

克
美 

専
務
理
事

二
〇
〇
号
記
念

三
日
月
知
事
・
小
林
会
長
対
談

和
五
十
九
年
）
に
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
の
県
人
会
長

は
西
川
五
郎
さ
ま
、
ま
た
滋
賀
県
知
事
は
武
村
正
義
先
生
で
し

た
。そ

し
て
、
会
報
第
二
〇
〇
号
を
、
第
一
号
発
刊
か
ら
六
十
六

年
後
と
な
る
今
年
二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）、
三
期
目
に
入

ら
れ
た
三
日
月
知
事
の
ご
在
任
の
時
期
に
発
行
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
会
報
を
長
年
に
亘
り
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
の
も
、
県
人
会
会
員
の
ご
協
力
に
加
え
ま
し
て
、
歴
代
の

県
知
事
、
国
会
議
員
、
県
会
議
員
、
県
庁
の
皆
さ
ま
方
の
ご
指

導
と
ご
支
援
の
賜
物
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
県
人
会
を
代
表
し

て
、
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
知
事
）　

県
人
会
が
出
来
た
昭
和
二
十
四
年
と
言
え
ば
戦
後
ま

も
な
く
の
頃
で
、
ま
だ
大
変
困
難
な
時
代
で
し
た
。
そ
の
よ
う

な
時
代
に
県
人
会
を
設
立
さ
れ
、
数
年
後
に
は
会
報
発
刊
に
こ

ぎ
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
過
去
の
会
報
を
拝
見
い
た
し
ま

す
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
や
っ
て
お
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
、
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

私
自
身
も
学
生
時
代
を
武
蔵
野
市
の
「
湖
国
寮
」
で
四
年
間
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（左から）三日月大造知事、小林洋一会長、植野克美専務理事

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
東
京
滋
賀
県
人
会
の
皆
さ
ま
の
ご
助
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
ご
縁
を
紡
ぐ
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
二
百
一
号
、
二
百
五
十
号
と
こ
の
会
報
の
歴
史
が
続
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
小
林
）　

た
だ
い
ま
、
知
事
か
ら
非
常
に
心
の
こ
も
っ
た
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
か
つ
て
近
江
の
国
か
ら
関
東
へ
や
っ
て
き
た
江
州
人
は
、

精
神
的
な
支
え
で
あ
る
浄
土
真
宗
を
拠
り
所
と
し
な
が
ら
も
、
お
互
い
に

助
け
合
い
な
が
ら
商
売
し
、
一
方
で
は
後
に
続
く
子
弟
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
が
、
湖
国
寮
の
設
立
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
常
々
、
先
輩
諸
氏
か
ら
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
し
た
が
、
湖
国
寮

の
存
在
意
義
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

（
知
事
）　
「
ふ
る
里
を
忘
れ
る
な
」
と
、
同
じ
釜
の
飯
を
食
べ
な
が
ら
皆

さ
ま
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、今
に
な
っ
て
み
ま
す
と
、

先
輩
な
ど
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。

（
小
林
）　

私
共
も
、
湖
国
寮
の
さ
ざ
な
み
祭
や
す
き
や
き
パ
ー
テ
ィ
に
参

加
し
た
こ
と
も
あ
り
、
湖
国
寮
に
は
県
人
会
も
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

（
植
野
）　

貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
、開
設
後
約
五
年
が
経
過
し
た
「
こ
こ
滋
賀
」
に
つ
い
て
、

会
長
か
ら
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
小
林
）　
「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
十
月
に

三
日
月
知
事
ご
臨
席
の
も
と
、
首
都
圏
で
の
滋
賀
の
魅
力
発
信
と
滋
賀
へ

の
誘
客
を
担
う
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

三
日
月
知
事
の
肝
い
り
で
、
近
江
商
人
と
縁
の
深
い
お
江
戸
日
本
橋
に

滋
賀
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
開
設
さ
れ
、
強
力
な
滋
賀
県
の
情
報
発

信
拠
点
を
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
我
々
首
都
圏
在
住
の
滋
賀
県
人
に
と

り
ま
し
て
誠
に
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

私
共
県
人
会
と
し
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
な
が
ら
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
を
実
施
し
て
、「
こ

こ
滋
賀
」
の
事
業
を
盛
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
近
江

牛
の
オ
ン
ラ
イ
ン
キ
ッ
チ
ン
事
業
や
ビ
ワ
マ
ス
の
試
食
会
、
信
楽
焼
実
演

会
、
甲
賀
茶
の
イ
ベ
ン
ト
、
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
な
ど
多
く
の
講
演
・
活
動

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
春
か
ら
「
こ
こ
滋
賀
」
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
新
任
の
青
田
所

長
が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
動
い
て
お
ら
れ
ま
す
し
、
当
会
も
内
田
副
会
長
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県
に
是
非
行
っ
て
み
た
い
、
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
県
産
品
の
事
業
者
が
首
都
圏
で
の
販
路
展
開
を
さ

れ
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
効
果
的
な
滋
賀
県
に
つ
い
て
の
情
報

発
信
に
は
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
首
都
圏
の
県
人
会
さ
ま
に
は
、「
こ
こ
滋
賀
」
に

す
ご
く
応
援
、
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。「

こ
こ
滋
賀
」
は
、
今
回
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
店
舗
内
の
装

飾
な
ど
を
改
装
い
た
し
ま
し
た
。
滋
賀
に
ご
案
内
す
る
ツ
ア
ー

の
販
売
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
商
談
会
に
よ
る
販
路
の

拡
大
、
職
業
体
験
や
毛
利
志
満
さ
ん
が
精
肉
を
販
売
す
る
な
ど

の
新
た
な
試
み
が
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
十
月
に

五
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
感
謝
し
な
が
ら
強
力
に
滋
賀
を
発
信

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
小
林
）　

首
都
圏
の
県
人
会
も
、「
こ
こ
滋
賀
」
へ
の
協
力
に

加
え
て
、
滋
賀
県
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
を
常
々
考
え
て

い
ま
す
。「
大
近
江
展
」
や
「
近
江
ゆ
か
り
の
会
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
が
知
事
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
情
報
発
信
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
首
都

圏
や
北
関
東
、
長
野
な
ど
の
県
人
会
の
方
々
も
参
加
し
物
品
購

入
な
ど
で
大
き
な
協
力
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
知
事
）　
「
こ
こ
滋
賀
」
が
、
近
江
商
人
の
根
拠
で
あ
る
日
本

橋
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
は
意
義
が
あ
り
ま
す
。
家
主
も
近
江

商
人
の
先
達
を
尊
敬
し
て
お
貸
し
い
た
だ
い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

（
小
林
）　
「
こ
こ
滋
賀
」
と
い
う
愛
称
は
、
知
事
の
ご
発
案
で

す
か
？

（
知
事
）　

い
ろ
い
ろ
な
案
の
中
か
ら
最
終
的
に
私
が
決
め
ま
し

た
。「
ど
こ
？　

滋
賀
」
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
「
こ
こ
滋
賀
」

に
し
ま
し
た
。

（
小
林
）　

今
後
と
も
多
く
の
人
々
に
滋
賀
県
に
行
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
工
夫
が
重
要
で
す
。
観
光
業
は
大
切
な
収
入
源
に
な

り
ま
す
。

（
知
事
）　

現
在
、「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
滋
賀

が
主
導
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、 「
こ
こ
滋
賀
」
を
よ
り
魅
力
的
な
滋
賀
県
の
情

報
発
信
拠
点
に
し
て
い
く
た
め
に
、
私
共
も
全
面
的
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、「
こ
こ
滋
賀
」
開
設
後
約
五
年
経
ち
ま
し
た
が
、
知

事
の
今
ま
で
の
総
括
及
び
今
後
の
展
望
な
ど
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
甚
で
す
。

（
知
事
）　

首
都
圏
に
滋
賀
県
の
情
報
発
信
拠
点
を
設
け
る
こ
と

は
、
知
事
第
一
期
目
の
重
要
な
使
命
で
し
た
。
清
水
の
舞
台
か

ら
飛
び
降
り
る
よ
う
な
大
き
な
投
資
で
し
た
が
、
お
蔭
さ
ま
で

「
こ
こ
滋
賀
」
は
大
変
好
評
で
、
二
〇
二
一
年
（
令
和
三
年
）

六
月
時
点
で
来
客
が
百
五
十
万
人
に
達
し
、
ま
た
来
店
し
た
方

の
八
割
が
滋
賀
県
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
、
九
割
の
方
が
滋
賀

県
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
な
観
光
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
狂
っ
た
リ
ズ
ム
を
癒
す
た
め

に
滋
賀
へ
行
っ
て
み
た
い
人
に
、
豊
か
な
歴
史
・
風
土
、
素
晴

ら
し
い
伝
統
や
文
化
に
触
れ
て
も
ら
う
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を

し
て
も
ら
う
。
水
鳥
の
写
真
を
撮
っ
た
り
生
態
を
見
て
も
ら

う
、
俳
句
を
詠
む
、
エ
リ
漁
体
験
、
座
禅
を
組
む
、
テ
レ
ワ
ー

ク
拠
点
な
ど
様
々
な
形
で
滋
賀
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
彦
根
城
を
世
界
遺
産
に
登
録
す
る
た
め
の
運
動

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
情
報
発
信
の
仕
方
な
ど
県
人

会
の
方
に
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

近
江
商
人
が
唱
え
た
「
三
方
良
し
」
は
、
今
で
は
世
界
に
通

用
す
る
精
神
、
理
念
で
、
皆
が
良
く
な
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い

考
え
方
で
す
。
滋
賀
県
が
世
界
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

先
般
、「
森
・
里
・
湖
（
う
み
）
に
育
ま
れ
る
漁
業
と
農
業

が
織
り
な
す
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
漁
業
と
農
業
が
織
り
な
す
シ
ス
テ
ム
が
評
価
さ
れ

た
点
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
以
前
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ッ
ク
首
相

（
当
時
：
現
在
は
国
家
主
席
）
が
Ｇ
20
で
来
日
さ
れ
た
際
に
、

大
阪
で
滋
賀
モ
デ
ル
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

農
業
国
ベ
ト
ナ
ム
も
そ
の
モ
デ
ル
を
滋
賀
に
求
め
た
い
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

（
小
林
）　

私
も
日
本
メ
コ
ン
地
域
経
済
委
員
会
委
員
長
の
と

き
、
フ
ッ
ク
首
相
と
は
何
度
も
会
っ
て
い
ま
す
し
、
関
西
経
済

同
友
会
農
業
改
革
委
員
会
の
委
員
長
を
し
て
い
た
と
き
に
農
業

研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
は
日
本
に
と
っ
て
本
当
に

重
要
な
産
業
で
す
ね
。
特
に
、
昨
今
の
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
よ
る
小
麦
他
食
料
な
ど
の
価
格
高
騰
を
見
ま
す
と
、
食

料
の
安
全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
も
日
本
の
自
給
率
を
も
っ
と

向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
の
た
め
に
は
日
本
の
農

業
を
更
に
強
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
知
事
）　

農
業
の
ス
マ
ー
ト
化
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
基
盤
整

備
が
必
要
で
し
ょ
う
し
、
生
産
面
の
充
実
と
同
時
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
志
向
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
鮎
の
資
源
管



• 7

理
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
う
と
と
も
に
、
販
売
面
で
は
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
す
べ
く
改
革
し
、
ま
た
資
源
の
再
生
産
の
重
要
性

も
考
え
る
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
植
野
）　

最
後
に
滋
賀
県
の
魅
力
に
つ
い
て
、
会
長
か
ら
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
小
林
）　

東
京
か
ら
滋
賀
県
を
眺
め
て
い
ま
す
と
、
滋
賀
県
は

他
府
県
と
比
べ
て
も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
、
多
く
の
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
り
、
滋
賀
県
の
魅
力
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

ず
は
、
琵
琶
湖
を
中
心
と
す
る
豊
か
で
美
し
い
自
然
（
四

季
折
々
の
異
な
っ
た
魅
力
や
風
景
、
水
と
山
々
）
で
す
ね
、
メ

タ
セ
コ
イ
ア
並
木
な
ど
、
新
し
い
全
国
へ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
日
本
の
歴
史
に
残
る
数
多
く
の
史
跡
や
神
社
仏
閣
、

お
城
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
物
語
、
連
綿
と
続
く
伝
統
と
文
化
。

そ
し
て
、
洪
水
や
津
波
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
が
ほ
と
ん

ど
無
く
、
ま
た
特
に
鉄
道
と
道
路
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
良
い
た

め
三
大
経
済
圏
（
京
阪
神
、
中
京
、
北
陸
）
の
結
節
点
と
し
て
、

地
政
学
的
に
重
要
な
社
会
経
済
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
三
日
月
知
事
の
県
政
の
結
果
と
し
て
、
自
然
環
境
、
教

育
環
境
、
更
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
医
療
設
備
な
ど
が
益
々
充

実
し
て
き
て
お
り
、
京
阪
神
へ
の
通
勤
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、

若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
人
気
が
高
く
、
特
に
琵
琶
湖
線
沿
線
な

ど
は
住
み
た
い
街
と
し
て
の
移
住
希
望
が
多
い
と
伺
っ
て
い
ま

す
。知

事
は
、
こ
れ
ま
で
八
年
間
に
亘
り
、
多
く
の
分
野
に
お
け

る
「
健
康
し
が
」
の
施
策
を
実
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

の
展
望
や
方
針
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
知
事
）　

滋
賀
県
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
四
季
折
々
の
風

景
は
素
晴
ら
し
く
、
琵
琶
湖
を
中
心
と
し
て
多
く
の
恵
み
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
縄
文
時

代
、
弥
生
時
代
、
大
津
京
と
い
っ
た
古
代
か
ら
鎌
倉
時
代
、
戦

国
時
代
を
通
じ
て
、
多
く
の
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
社
会
経
済
面
で
は
、
多
く
の
企
業
が
進
出
し
た
結
果
、
工

業
や
琵
琶
湖
を
中
心
と
す
る
豊
か
な
農
業
、
そ
の
周
り
を
取
り

巻
く
林
業
，
琵
琶
湖
に
そ
そ
ぐ
水
の
利
な
ど
、
本
当
に
多
く
の

魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

鉄
道
に
つ
い
て
は
、
敦
賀
・
長
浜
間
が
新
橋
・
横
浜
間
に
次

い
で
日
本
で
二
番
目
に
敷
設
さ
れ
る
な
ど
交
通
の
要
衝
で
あ

り
、さ
ら
に
高
速
道
路
の
乗
り
降
り
を
よ
り
便
利
に
す
る
た
め
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
間
隔
を
五
キ
ロ
刻
み
に
な
る
よ
う
設
置
し
、

県
内
の
産
業
立
地
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

滋
賀
県
の
人
々
は
、
大
変
親
切
で
他
人
を
自
分
と
同
様
大
事

に
す
る
気
風
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
お
地
蔵
さ
ん
や
お
寺
の

お
世
話
、
汚
れ
た
水
を
下
流
に
流
さ
な
い
、
子
ど
も
食
堂
は
日

本
で
一
番
多
い
と
い
っ
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
素
晴
ら
し
い
滋

賀
県
人
ら
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。
別
の
面
で
は
、
犯
罪
や
交
通

事
故
の
減
少
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
皆
で
取
り
組
む
姿
勢
な
ど
の

面
で
常
に
そ
の
気
風
を
感
じ
て
い
ま
す
。

（
小
林
）　

是
非
、
今
後
と
も
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
住
み
着

き
た
い
と
思
え
る
県
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
は
、
医
療
も
重
要
で
は
あ
り
ま
す
が
教
育
は
よ
り
大

切
で
す
。
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
中
高
等
学
校
も
大
事
で
す
が
、

大
学
は
産
業
振
興
と
い
う
観
点
で
更
に
重
要
で
す
。
京
都
に
は

多
く
の
有
力
な
民
間
企
業
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
明
治
以

降
の
、
企
業
と
多
く
の
大
学
と
の
い
わ
ゆ
る
「
産
学
連
携
」
が

進
む
こ
と
で
現
在
の
発
展
に
至
っ
て
い
ま
す
。
大
学
と
の
連
携

に
よ
り
新
し
い
も
の
を
作
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
滋
賀
県
へ
多
く
の
ビ
ジ
タ
ー
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
び
わ
湖
毎
日
マ

ラ
ソ
ン
に
代
わ
る
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
、
琵
琶
湖
を
会
場
と
す
る

ボ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
大
会
、
ビ
ワ
イ
チ
な
ど
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
進
め
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
彦
根
の
鳥

人
間
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
は
外
国
人
が
喜
ぶ
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。

（
知
事
）　

県
内
に
は
十
三
の
大
学
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
外

に
も
虎
姫
高
の
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
、
彦
根
工
高
の
マ
イ
ス
タ
ー

教
育
な
ど
高
校
で
の
独
自
の
取
組
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
業
振
興
の
一
環
と
し
て
県
立
大
と
連
携
し
た
工
業
高
専

が
二
〇
二
七
年
（
令
和
九
年
）
に
開
設
さ
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
び
わ
湖
毎
日
マ
ラ
ソ
ン
に
代
わ

る
新
た
な
日
本
陸
連
公
認
大
会
「
び
わ
湖
マ
ラ
ソ
ン
」
や
、
全

国
の
中
学
校
No.
１
を
決
め
る
全
中
駅
伝
を
開
催
し
地
域
を
盛
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
小
林
）　

本
日
は
、
知
事
の
ご
意
見
を
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
し
、

誠
に
有
意
義
な
面
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
あ
ら

た
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

選
挙
直
後
で
大
変
お
疲
れ
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
お
身

体
ご
自
愛
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

私
共
東
京
滋
賀
県
人
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
滋
賀
県
の
応

援
団
と
し
て
、
ふ
る
里
滋
賀
の
発
展
の
為
に
今
後
と
も
微
力
な

が
ら
ご
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導

と
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（左から）山添みゆき観光振興局長、三日月知事、小林会長、植野専務理事
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東
京
滋
賀
県
人
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て

�

前
東
京
滋
賀
県
人
会
会
長　

東
京
滋
賀
県
人
会
最
高
顧
問　

�

静
永　

純
一

会
報
誌
第
二
〇
〇
号
記
念
出
版
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
第

一
回
は
、昭
和
三
十
一
年
の
発
行
で
、

今
か
ら
六
十
六
年
前
に
な
り
ま
す
。

振
り
返
り
ま
す
と
、
こ
の
年
の
経
済
白
書
に
は
、「
も
は
や

戦
後
で
は
な
い
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
登
場
し
、
本
格
的

な
経
済
復
興
が
始
ま
っ
た
時
期
で
あ
り
ま
す
。
以
来
、
日
本

は
大
き
な
発
展
を
遂
げ
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、
昨
今

は
ご
承
知
の
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
の
拡
大
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

ロ
シ
ア
の
侵
攻
、
深
ま
る
米
中
対
立
と
、
数
々
の
課
題
に
直

面
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
滋
賀
県
は
着
実
に
発
展
を
し
て
お
り
、

人
口
で
は
一
九
九
〇
年
の
一
二
二
万
人
に
比
べ
、
二
〇
一
九

年
は
一
四
一
万
人
に
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
平
均
寿
命

が
男
性
は
八
一
・
七
八
歳
で
全
国
一
位
、
女
性
も
八
七
・
五
七

歳
と
全
国
四
位
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
健
康
寿
命
が
男
性

八
〇
・
三
九
歳
（
全
国
二
位
）、
女
性
八
四
・
四
四
歳
（
全
国

三
位
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
健
康
な
人
が
多
い

の
は
、
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
少
な
い
（
男
性
一
位
）、
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
人
が
多
い
（
男
性
二
位
、
女
性
六
位
）
な
ど
に
よ

る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
一
の
健
康
県
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

東
京
滋
賀
県
人
会
に
お
か
れ
て
は
、
小
林
会
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
活
発
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
私
が
会
長

時
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
橋
の
「
こ
こ
滋
賀
」
も
五
年
を

を
迎
え
、
順
調
に
客
足
も
伸
び
て
お
り
ま
す
。
最
近
、
館
内

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
一
新
し
、
二
階
に
は
、
新
た
に
「
毛
利
志

満
」
さ
ま
が
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
先
日
は
、
そ
こ
で
Ａ
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
の
も
、
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

県
人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
ま
滋
賀
」
も
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
と
も
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
様
々
な
情
報

発
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
の
各
県
人
会
と
の
連
携

が
強
ま
っ
て
い
る
の
も
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
っ
て
い

ま
す
。

諸
般
の
情
勢
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
近

江
の
人
々
が
培
っ
て
来
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
、
三
方
よ
し
の
精
神
で
様
々
な
苦
難
を
乗
り
越

え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
県
人
会
の
益
々
の
発
展
を
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

─
─
─
─
─ 
❖ 
─
─
─
─
─

私
の
人
生
と
東
京
滋
賀
県
人
会

�

元
農
林
水
産
大
臣　

東
京
滋
賀
県
人
会
特
別
顧
問　

岩
永　

峯
一

私
と
東
京
滋
賀
県
人
会
と
の
ご
縁

は
六
十
年
前
に
も
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

私
二
十
二
歳
、
滋
賀
県
青
年
団
体

連
合
会
（
県
青
連
）
の
会
長
在
任
中

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
瀬
田
の
唐
橋
、
中
の
島
に
青
年
の
殿

堂
青
年
会
館
を
建
設
し
よ
う
と
財
源
を
募
集
し
て
い
る
時
に

県
人
会
に
お
願
い
に
上
京
し
ま
し
た
。
当
時
専
務
理
事
で
あ

ら
れ
た
国
領
嘉
一
氏
に
大
変
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
共

の
趣
旨
に
大
き
く
賛
同
い
た
だ
き
県
人
会
傘
下
の
東
京
財
界

人
を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
一
人
は
堤
義
明
氏
で
あ
り
ま
す
。「
私
が
会
社
で
出
せ

る
寄
付
の
最
高
額
は
五
〇
〇
万
円
だ
」
と
西
武
グ
ル
ー
プ
か

ら
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
元
県
人
会
会
長
の
村
上
義
一
元
運
輸
大
臣
（
当
時
日
本

観
光
連
盟
会
長
）
に
も
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
す
ば
ら
し
い
事
業
だ
。
私
の
机
の
上
に
趣
意
書
を
置
き

事
あ
る
毎
に
青
年
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
吹
聴
し
御
願
い
し

て
い
る
」
と
御
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
西
川
産
業
社

長
西
川
甚
五
郎
氏
に
も
紹
介
い
た
だ
き
会
館
ホ
テ
ル
の
寝
具

す
べ
て
を
現
品
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
御
尽
力
で
目
的
が
達
成
で
き
私
の
二
十
六
歳
の

時
一
九
六
七
年
立
派
に
竣
工
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
県
人
会
の
御
尽
力
が
滋
賀
の
青
年
（
当
時
組
織

人
員
二
万
人
）
と
県
人
会
と
の
心
の
き
ず
な
を
結
ば
れ
ま
し

た
。
当
時
青
年
会
館
は
県
人
会
の
出
先
と
も
思
わ
れ
る
程
深

い
親
交
で
し
た
。

今
度
は
国
領
さ
ん
か
ら
私
共
に
、
西
武
の
オ
ー
ナ
ー
で
衆

議
院
議
長
の
職
に
お
ら
れ
た
堤
康
次
郎
さ
ん
の
銅
像
を
建
て

た
い
の
で
そ
の
準
備
室
を
青
年
会
館
に
お
き
た
い
と
の
こ
と

で
、
青
年
会
館
の
事
務
長
辻
さ
ん
を
準
備
室
長
に
し
、
財
源

集
め
や
建
設
の
御
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
来
県
人
会
の
皆
様
が
ふ
る
さ
と
滋
賀
め
ぐ
り
を
さ
れ
る

毎
に
そ
の
御
手
伝
い
や
青
年
と
の
交
流
会
も
催
し
た
こ
と
を

な
つ
か
し
く
思
い
返
し
て
い
ま
す
。

私
も
県
会
議
員
か
ら
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
上
京
す
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
つ
な
が
り
は
深
く
な
り
中
西
正
一
専
務
理

事
に
は
大
変
な
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
東
京
後
援
会

二
〇
〇
号
記
念
寄
稿
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の
立
ち
上
げ
か
ら
政
策
発
表
会
等
、
東
京
で
の
私
の
活
動
は

県
人
会
あ
っ
て
の
も
の
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

前
県
人
会
会
長
の
静
永
純
一
さ
ん
に
は
、
共
に
信
楽
出
身

者
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
東
京
後
援
会
長
を
私
の
在
任
中

ず
っ
と
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

又
、
内
田
真
由
子
副
会
長
は
、
代
議
士
初
期
か
ら
応
援
い

た
だ
き
県
人
会
と
私
の
深
い
つ
な
が
り
の
連
絡
役
を
し
て
い

た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
滋
賀
県
に
対
す
る
対
応
や
御
役
に
た
つ
こ
と
が
あ
れ

ば
何
で
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
特
別
顧
問
と
し
て
の
御
役
ま

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
会
長
の
小
林
氏
と
は
特
に
深
い
親
交
を
も
た
せ
て
い
た

だ
き
、
滋
賀
に
帰
県
さ
れ
る
毎
に
状
況
報
告
を
い
た
だ
く
等

公
私
に
渡
り
力
に
な
り
あ
う
仲
と
な
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
中
で
二
つ
の
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
県
人
会

も
か
つ
て
の
滋
賀
出
身
者
の
東
京
で
の
集
合
体
か
ら
滋
賀
の

若
手
経
営
者
が
東
京
に
お
け
る
取
引
や
、
情
報
発
信
収
集
等

の
県
人
会
の
事
業
に
参
加
さ
れ
た
り
、
滋
賀
に
い
な
が
ら
県

人
会
の
若
手
役
員
と
し
て
、
新
し
い
県
人
会
像
を
求
め
て
頑

張
っ
て
お
ら
れ
る
等
、新
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

い
ま
ひ
と
つ
は
滋
賀
県
の
各
自
治
体
が
県
人
会
を
通
じ
て
各

市
町
の
Ｐ
Ｒ
や
東
京
を
舞
台
に
し
た
事
業
を
展
開
す
る
拠
点

と
し
て
県
人
会
が
そ
の
お
世
話
を
す
る
等
ふ
る
さ
と
事
業
も

展
開
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
歌
舞
伎
座
と
の
交
流
や
在
日
各
国
大
使
館
に
滋
賀

の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
等
活
動
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
て
新
し
い
時
代
に
向
か
っ
た
県
人
会
に
大
い
に
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

会
誌
二
〇
〇
号
発
刊
に
あ
た
り
私
の
人
生
の
そ
ば
に
東
京

滋
賀
県
人
会
が
あ
っ
た
と
の
思
い
を
新
た
に
し
回
顧
録
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

─
─
─
─
─ 

❖ 

─
─
─
─
─

「
滋
賀
縣
人
」
発
刊
二
〇
〇
号
に
寄
せ
て

�

元
衆
議
院
副
議
長　

東
京
滋
賀
県
人
会
特
別
顧
問　

川
端　

達
夫

東
京
滋
賀
県
人
会
会
報
「
滋
賀
縣
人
」
の
発
刊
二
〇
〇
号

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
滋
賀
県
人
会
に
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
の
は
、

一
九
八
六
年
七
月
衆
議
院
に
初
当
選
し
た
私
を
早
速
八
月
の

県
人
会
夏
祭
り
に
お
招
き
い
た
だ
い
た
時
か
ら
で
し
た
。
東

京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
の
ガ
ー
デ
ン
は
ほ
ぼ
貸
し
切
り
、
江
州

音
頭
総
踊
り
に
は
滋
賀
か
ら
バ
ス
を
連
ね
て
婦
人
会
の
皆
様

が
揃
い
の
浴
衣
で
ご
参
加
と
い
う
盛
大
な
も
の
で
し
た
。
夏

祭
り
と
お
正
月
の
年
賀
会
を
中
心
に
様
々
な
機
会
に
県
人
会

の
皆
様
と
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
き
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
ご
厚
誼
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
第
一
作
は
昭
和
三
十
八
年
の

舟
橋
聖
一
作
「
花
の
生
涯
」
で
し
た
。
薩
長
明
治
政
府
の
史

観
の
影
響
か
、
そ
れ
ま
で
や
や
厳
し
い
評
価
気
味
の
井
伊
直

弼
公
が
一
躍
全
国
の
脚
光
を
浴
び
評
価
が
一
変
し
た
き
っ
か
け

の
ド
ラ
マ
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
舞
台
は
も
ち
ろ
ん
彦
根
で

す
。
そ
の
後
も
信
長
、
秀
吉
、
家
康
、「
江
～
姫
た
ち
の
戦
国
」、

「
麒
麟
が
来
る
」
の
明
智
光
秀
…
…
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」、
果
た
し
て
鎌
倉

と
近
江
は
ど
ん
な
糸
で
繋
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

近
江
繋
が
り
を
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。
な
ん
と
い
っ
て

も
み
ん
な
に
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
判
官
贔
屓
の
源
義
経
公
、

兄
頼
朝
公
の
力
に
な
る
べ
く
鞍
馬
寺
を
出
た
牛
若
丸
は
東
下

り
の
途
中
、
鏡
の
宿
（
滋
賀
県
竜
王
町
）
近
く
の
池
で
元
服

を
し
て
、
義
経
が
誕
生
。
ま
た
こ
の
源
義
経
・
範
頼
軍
に
粟

津
の
戦
い
（
滋
賀
県
大
津
市
）
で
討
た
れ
た
朝
日
将
軍
こ
と

木
曾
義
仲
公
の
お
墓
は
義
仲
寺
（
大
津
市
）
に
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
墓
石
の
左
隣
に
は
巴
御
前
の
塚
。
右
隣
に
は
義
仲
公

を
敬
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
本
人
の
遺
言
に
よ
り
俳
聖
松
尾

芭
蕉
の
墓
が
あ
り
ま
す
。
近
く
に
は
芭
蕉
の
門
人
島
崎
又
玄

「
木
曾
殿
と
背
中
合
わ
せ
の
寒
さ
か
な
」
の
句
碑
も
。
そ
し

て
源
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
平
氏
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
後
、
一
門
の

大
将
平
宗
盛
と
息
子
の
清
宗
が
鎌
倉
か
ら
京
都
へ
送
ら
れ
る

途
中
近
江
篠
原
で
殺
さ
れ
平
家
が
果
て
ま
し
た
。「
平
宗
盛

卿
終
焉
の
地
」
の
石
碑
と
石
仏
が
ひ
っ
そ
り
立
っ
て
い
ま
す

（
野
洲
市
）。
次
か
ら
次
へ
と
ゆ
か
り
の
地
が
出
て
き
ま
す
。

ま
た
二
〇
二
四
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
紫
式
部
が
主
人
公

の
「
光
る
君
へ
」
だ
そ
う
で
す
。
彼
女
が
源
氏
物
語
の
構
想

を
練
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
石
山
寺
、
光
源
氏
の
モ
デ
ル
で
は

と
言
わ
れ
る
源
融
が
閑
居
し
後
に
祀
ら
れ
た
融
神
社
（
共
に

大
津
市
）
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

ふ
る
さ
と
滋
賀
は
歴
史
の
宝
庫
、
山
紫
水
明
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
、
美
味
し
い
食
べ
物
、
近
江
商
人
は
じ
め
時
代
を

切
り
開
く
進
取
の
気
象
に
富
ん
だ
温
か
い
人
た
ち
、
皆
素
晴

ら
し
い
で
す
。
会
員
の
皆
様
が
折
に
触
れ
故
郷
滋
賀
に
思
い

を
寄
せ
、
機
会
を
作
っ
て
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
東
京
滋
賀
県
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
各
位

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
結
び
と
い
た
し
ま
す
。

信楽焼の陶板画と
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現
在
年
二
回
発
行
し
て
い
る
東
京
滋
賀
県
人
会
の
会
報
「
滋
賀
縣
人
」
は
、
今
号
を
も
っ
て
記
念

す
べ
き
通
算
二
〇
〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。

東
京
滋
賀
県
人
会
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
に
設
立
さ
れ
、
ま
た
会
報

第
一
号
は
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま
で
、
時
代
の
流

れ
や
県
人
会
活
動
の
変
化
に
合
わ
せ
て
内
容
の
変
遷
は
あ
り
ま
し
た
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
発
行
さ

れ
続
け
、
今
回
晴
れ
て
発
足
後
七
十
三
年
目
で
の
第
二
〇
〇
号
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
過
去
の
会
報
の
中
か
ら
目
を
引
く
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
掲
載
さ
れ
た
号
を
抜
粋

し
、
活
力
と
希
望
に
あ
ふ
れ
た
当
時
の
県
人
会
・
日
本
の
空
気
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
き
た
く
一
部

を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 で

発
掘
！
　

あ
の
こ
ろ
の
県
人
会
と
滋
賀

◎
第
三
号
（
昭
和
三
十
二
（
一
九
五
七
）
年
四
月
）

第
一
号
、
第
二
号
は
「
東
京
滋
賀
県
人
會
報
」
と
し
て
発
行

さ
れ
ま
し
た
が
、
第
三
号
か
ら
現
在
の
会
報
名
で
あ
る
「
滋
賀

縣
人
」
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
村
上
義
一
会
長
（
参
議
院
議

員
、
運
輸
大
臣
な
ど
を
歴
任
）
に
よ
る
題
字
は
、
こ
の
時
か
ら

現
在
ま
で
変
わ
ら
ず
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

主
要
な
記
事
で
は
、
県
人
会
の
社
団
法
人
認
可
申
請
を
行
っ

た
こ
と
及
び
、
新
た
に
県
人
会
館
の
設
置
を
検
討
す
る
動
き
に

つ
い
て
伝
え
て
い
ま
す
。
東
京
滋
賀
県
人
会
の
登
記
は
、
昭
和

三
十
二
年
三
月
十
二
日
に
完
了
し
、
県
人
会
活
動

組
織
体
と
し
て
全
国
で
最
初
の
「
社
団
法
人
」
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
県
人
会
館
に
つ
い
て
は
約

二
十
一
年
後
の
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
に

完
成
し
て
い
ま
す
。

中
段
の
写
真
は
、
戦
後
初
と
な
る
第
一
次
南
極

観
測
隊
の
帰
国
を
伝
え
る
写
真
で
す
が
、
吉
川
虎

雄
東
大
助
教
授
（
甲
賀
市
出
身
：
の
ち
の
第
六
次

南
極
観
測
隊
隊
長
）
他
数
名
の
滋
賀
県
人
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
観
測
隊
こ
そ
が
映
画『
南

極
物
語
』
な
ど
の
題
材
と
な
っ
た
樺
太
犬
タ
ロ
と
ジ
ロ
を
南
極

に
連
れ
て
い
っ
た
ま
さ
に
そ
の
隊
で
し
た
。
戦
後
日
本
の
国
際

的
な
学
術
活
動
へ
の
復
帰
の
象
徴
で
あ
る
第
一
次
南
極
観
測
隊

に
数
多
く
の
滋
賀
県
人
が
参
加
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
誠
に
感

慨
深
い
も
の
で
す
。

・
昭
和
三
十
二
年
前
半
の
主
な
出
来
事

　

二
月
：
岸
信
介
内
閣
成
立

第3号　滋賀県人会　社団法人となる
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現在の国連大学本部（東京都渋谷区）

◎
第
七
十
六
号
（
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
三
月
十
日
）

こ
の
年
の
一
月
、
中
央
区
東
日
本
橋
に
悲
願
で
あ
っ
た
東
京

滋
賀
県
人
会
館
が
完
成
、
こ
の
号
は
ま
る
ご
と
そ
の
特
集
号
と

な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
織
物
厚
生
年
金
基
金
と
の
共
同
ビ
ル
で

あ
っ
た
県
人
会
館
は
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
ま
で
、

◎
第
五
〇
号
（
昭
和
四
十
五
（
一
九
七
〇
）
年
十
一
月
三
日
）

第
五
〇
号
に
は
、
東
京
滋
賀
県
人
会
と
し
て
国
連
大
学
（
国

際
連
合
大
学
）
を
滋
賀
県
へ
誘
致
す
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、

愛
知
揆
一
外
務
大
臣
に
対
し
て
要
望
書
を
提
出
し
た
際
の
写
真

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
連
大
学
は
、
国
際
連
合
と
そ
の
専
門
機
関
が
関
心
を
寄
せ

る
「
人
類
の
存
続
、
発
展
お
よ
び
福
祉
に
か
か
わ
る
緊
急
か
つ

世
界
的
な
問
題
」
の
解
決
に
資
す
る
研
究
を
行
う
、
日
本
に
本

部
を
置
く
唯
一
の
国
連
機
関
で
す
。
結
果
的
に
は
、
東
京
都
渋

谷
区
に
本
部
が
設
置
さ
れ
昭
和
五
十
（
一
九
七
五
）
年
か
ら
活

動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

決
定
ま
で
に
は
滋
賀
県
を
含
む
各
地
の
誘
致
運
動
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
そ
の
中
に
県
人
会
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ

て
始
ま
っ
た
国
際
的
な
活
動
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
当

時
の
方
々
の
「
ふ
る
里
滋
賀
」
の
発
展
に
東
京
か
ら
も
尽
力
し

よ
う
と
い
う
熱
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

・
昭
和
四
十
五
年
後
半
の
主
な
出
来
事

　

九
月
：
大
阪
万
博
が
閉
幕
（
三
月
開
幕
）

　

十
一
月
：
三
島
由
紀
夫
事
件

第76号　東京滋賀県人会館　めでたく竣工‼

第50号　国連大学を滋賀県に
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大津インターチェンジ併設の大津サービスエリア。
実は日本初のサービスエリアです。

湖西線を走る特急サンダーバード

第22号　たくましい湖国近代化のひびき

第62号　湖西の動脈　開通間近し‼

◎
第
二
十
二
号（
昭
和
三
十
八（
一
九
六
三
）年
十
一
月
十
一
日
）

◎
第
六
十
二
号（
昭
和
四
十
九（
一
九
七
四
）年
六
月
二
十
日
）

こ
の
二
つ
の
会
報
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
完
成
間
近
・

完
成
間
も
な
い
、
滋
賀
県
の
交
通
の
要
と
な
る
重
要
な
施
設
の

写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
二
十
二
号
に
は
、
同
年
七
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た
ば
か

り
の
名
神
高
速
道
路
大
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
、
翌
昭
和

三
十
九
（
一
九
六
四
）
年
九
月
二
十
八
日
に
開
通
す
る
琵
琶
湖

大
橋
の
建
設
中
の
姿
が
写
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
経
済
発
展
と
近
代
化
の
象
徴
で
あ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
昭
和
三
十
九
年
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
東
海
道
新
幹
線
や
首
都
高
速
道
路
・
名
神
高
速
道
路
な

ど
多
く
の
高
速
道
路
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
名
神
高
速
道
路
の

全
線
開
通
は
昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
で
す
が
、
関
東
と
関

西
を
結
ぶ
こ
の
物
流
の
大
動
脈
の
完
成
に
よ
り
、
多
く
の
企
業

が
滋
賀
県
に
進
出
し
、
工
業
団
地
や
販
売
拠
点
の
建
設
な
ど
滋

賀
県
の
産
業
化
に
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

県
人
会
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
県
人
会
は
、
そ
の

後
三
年
間
の
建
て
替
え
期
間
中
の
仮
事
務
所
時
代
を
経
て
、
平

成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
に
以
前
と
同
じ
場
所
に
新
築
さ
れ

た
マ
ン
シ
ョ
ン
（
グ
ラ
ン
ス
イ
ー
ト
東
日
本
橋
ス
ク
ウ
ェ
ア
）

の
二
〇
五
号
室
に
新
た
な
事
務
所
を
設
立
し
て
現
在
に
至
り
ま

す
。一

面
に
は
県
人
会
館
並
び
に
同
居
す
る
東
日
本
橋
真
宗
会
堂

維
持
財
団
の
お
仏
壇
の
写
真
が
大
き
く
写
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
お
仏
壇
は
現
在
で
も
県
人
会
事
務
所
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

毎
月
の
月
例
法
要
や
年
に
一
度
の
物
故
者
法
要
の
際
に
人
々
が

集
う
場
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

・
昭
和
五
十
三
年
前
半
の
主
な
出
来
事

　

五
月
：
新
東
京
国
際
空
港
（
現
成
田
国
際
空
港
）
開
港

ま
た
、
琵
琶
湖
大
橋
の
開
通
は
、
湖
東
と
湖
西
を
道
路
で
繋

ぐ
こ
と
に
よ
り
、
両
岸
の
産
業
と
人
々
の
交
流
を
圧
倒
的
に
加

速
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
六
十
二
号
は
、
同
年
七
月
二
十
日
に
山
科
駅

－
近
江
塩
津

駅
の
区
間
で
開
業
す
る
こ
と
に
な
る
、
湖
西
線
の
試
運
転
写
真

で
す
。
関
西
経
済
圏
と
北
陸
経
済
圏
を
結
ぶ
高
速
路
線
と
し
て

建
設
さ
れ
た
湖
西
線
は
、
踏
切
が
な
く
高
架
や
ト
ン
ネ
ル
を
多

用
す
る
高
規
格
路
線
と
し
て
、
時
速
一
七
九
．
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
在
来
線
最
高
速
度
記
録
（
試
験
運
転
に
よ
る
）
を
現
在
で

も
保
持
し
て
い
ま
す
。

日
本
経
済
の
高
度
成

長
に
応
じ
て
建
設
さ
れ

た
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
に

五
十
年
以
上
の
歳
月
を

経
て
の
老
朽
化
が
目
立

つ
令
和
の
現
在
、
こ
れ

ら
の
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・

管
理
を
ど
う
す
る
か
が
、

日
本
全
国
で
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
急
激
に
進
む
中
で
、
現
状
維
持
で
さ
え
困
難
な
面
は
あ
り

ま
す
が
、
完
成
当
時
の
先
人
た
ち
の
郷
土
発
展
へ
の
夢
と
希
望

を
時
に
思
い
返
し
つ
つ
、
豊
か
な
国
土
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

・
昭
和
三
十
八
年
後
半
の
主
な
出
来
事

　

十
一
月
：
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
事
件

　

十
二
月
：
力
道
山
刺
殺
事
件

・
昭
和
四
十
九
年
前
半
の
主
な
出
来
事

　

三
月
：�

小
野
田
寛
郎
陸
軍
少
尉
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
バ
ン

グ
島
か
ら
帰
還
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◎
第
八
十
三
号（
昭
和
五
十
五（
一
九
八
〇
）年
二
月
二
十
日
）

◎
第
九
十
号
（
昭
和
五
十
六
（
一
九
八
一
）
年
九
月
十
九
日
）

昭
和
五
十
六
年
に
開
催
さ
れ
た
第
三
十
六
回
国
民
体
育
大

会
（
び
わ
こ
国
体
）
の
前
後
の
号
で
は
、
第
一
回
近
畿
国
体
以

来
の
滋
賀
県
で
の
国
体
開
催
へ
の
盛
り
上
が
り
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
び
わ
こ
国
体
で
は
三
十
六
競
技
が
実
施
さ
れ
、
滋
賀

県
が
天
皇
杯
（
男
女
総
合
優
勝
）、
皇
后
杯
（
女
子
総
合
優
勝
）

を
獲
得
し
ま
し
た
。

令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
に
は
、
再
び
滋
賀
県
で
第
七
十
九

回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
第
二
十
四
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
愛
称
「
わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
」）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
正
式
競
技
三
十
七
競
技
、
特
別
競
技
・
公

開
競
技
な
ど
計
二
十
七
競
技
と
、
び
わ
こ
国
体
の
時
よ
り
も
さ

ら
に
多
く
の
競
技
が
県
内
各
地
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

・
昭
和
五
十
五
年
前
半
の
主
な
出
来
事

　

五
月
：�

日
本
、
同
年
七
月
か
ら
開
催
の
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
の
不
参
加
を
決
定

・
昭
和
五
十
六
年
の
主
な
出
来
事�

　

十
一
月
：
沖
縄
県
で
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
が
発
見
さ
れ
る

◎
第
一
〇
〇
号
（
昭
和
五
十
九
（
一
九
八
四
）
年
五
月
二
十
六
日
）

節
目
の
号
と
な
る
第
一
〇
〇
号
は
、
当
時
の
県
人
会
を
支
え

た
多
く
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
が
寄
稿
さ
れ
た
記
念
号
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
前
年
十
月
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
で

開
催
さ
れ
た
第
二
回
滋
賀
県
人
会
世
界
大
会
に
つ
い
て
の
報
告

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
大
会
は
昭
和
五
十
六
年
に
第
一

回
大
会
が
大
津
市
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
、
以
降
平

成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
の
第
十
一
回
大
会
（
大
津
市
に
て
開

催
）
ま
で
、
世
界
各
地
で
開
催
さ
れ
、
各
国
の
二
世
、
三
世
を

含
む
多
く
の
滋
賀
県
人
達
の
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

日
本
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
の
大
き
な
変
化
や
、
参
加
者
の

高
齢
化
と
各
県
人
会
の
会
員
数
減
少
な
ど
も
あ
り
、
今
の
と
こ

ろ
第
十
一
回
大
会
が
最
後
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
ま
た

世
界
の
滋
賀
県
人
や
そ
の
末
裔
が
一
堂
に
会
す
る
日
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

・
昭
和
五
十
九
年
前
半
の
主
な
出
来
事

　

三
月
：�

グ
リ
コ
・
森
永
事
件

ご
紹
介
し
た
号
の
ほ
か
に
も
、「
滋
賀
縣
人
」
二
〇
〇
号
の

積
み
重
ね
の
中
に
は
、
移
り
変
わ
る
日
本
の
世
相
を
反
映
し
た

号
や
そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
目
を
見
張
る
県
人
会
の
活
動
、
く

す
り
と
笑
え
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に

つ
い
て
も
、
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
ま
滋
賀
」
で
ご
紹
介
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
過
去
の
会
報
を
振
り
返
る
こ
と
で
、い
つ
か
二
五
〇
号
、

三
〇
〇
号
発
行
の
際
に
も
「
二
〇
〇
号
前
後
の
会
報
か
ら
は
令

和
の
頃
の
県
人
会
の
空
気
を
鮮
明
に
感
じ
ら
れ
た
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
と
、
編
集
部
一
同
、
今
後
の
会
報
づ
く
り
へ
の
決
意

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

第83号　成功させようびわこ国体

第90号　びわこ国体（秋季大会）開幕　目前に迫る‼

第100号　滋賀県人一〇〇号発行に際して第2回滋賀県人会世界大会
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空
き
家
バ
ン
ク

　

県
人
会
は
、
滋
賀
県
下
の
「
空
き
家
」
の
仲
介
（
無

料
）
を
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
所
有
者
・
管
理
人
か

ら
「
空
き
家
情
報
」
の
申
し
出
を
受
け
、
空
き
家
情
報

を
東
京
は
じ
め
近
隣
の
各
県
人
会
の
会
員
に
紹
介
し
て

い
ま
す
。

鮭
の
会

　

毎
月
第
一
火
曜
日
を
定
例
開
催
日
と
し
、
滋
賀
に
所

縁
の
あ
る
マ
ス
コ
ミ
各
社
、
滋
賀
県
、
こ
こ
滋
賀
、
さ
ら

に
首
都
圏
の
各
県
人
会
が
一
堂
に
会
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
予
定
な
ど
周
知
情
報
を
持
ち
よ
り
、
首
都
圏
で
の
情

報
共
有
化
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
取
材
要
請
な
ど
に
努
め
て
い

ま
す
。
二
年
間
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
開
催
を
自
粛

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
七
月
五
日
（
火
）
に
開
催
、
久
方

ぶ
り
の
顔
を
合
わ
せ
て
の
会
に
、
積
も
っ
て
い
た
情
報
の

交
換
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
月
、
九
月
は
再
度

の
感
染
拡
大
を
受
け
、
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

幹
部
会

　

令
和
二
年
七
月
一
日
（
水
）
を
皮
切
り
に
、
毎
月
一

回
ペ
ー
ス
で
会
長
、
副
会
長
や
専
務
理
事
、
常
務
理
事

等
が
当
会
の
主
要
活
動
の
推
進
や
組
織
強
化
、全
滋
連
、

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
か
か
わ
り
方
な
ど
を
議
論
す
る
幹

部
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。現
在
ま
で
、「
こ
こ
滋
賀
」

な
ど
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
、
会
報
や
Ｈ
Ｐ
の
改

善
策
が
具
体
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
し
ば
ら
く
は
、
三
密
を
避
け
る
た
め
、
リ
モ
ー

ト
形
式
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
八
月
九
日

（
火
）
に
第
一
回
を
開
催
、
近
江
ゆ
か
り
の
会
や
理
事

会
議
事
に
つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
、
補
助
金
の
活
用
策

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

物
故
者
法
要

令
和
四
年
八
月
二
十
三
日
（
火
）

十
時
三
十
分
～　

東
京
滋
賀
県
人
会
ホ
ー
ル
に
て

　

毎
年
八
月
に
、
東
京
滋
賀
県

人
会
の
関
係
者
で
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
の
霊
を
慰
め
る
た
め
、

物
故
者
法
要
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
を
避
け
る
た

め
、
事
務
局
を
中
心
と
し
た
少
数
の
み
の
参
加
で
執
り

行
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾

　

塚
本
東
京
滋
賀
県
人
会
副
会
長
を
塾
頭
に
、
滋
賀
県

に
所
縁
の
あ
る
人
々
や
会
員
同
士
の
人
脈
形
成
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、知
識
の
向
上
を
支
援
す
る
目
的
で
、

二
〇
一
六
年
秋
以
降
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
」
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
十
四
回
は
、
七
月
二
十
五
日
（
月
）「
こ
こ
滋
賀
」

二
階
「
近
江
牛 

毛
利
志
満
」
に
て
、
講
師
に
北 

修
爾 

氏
【
元
阪
和
興
業
㈱　

社
長
、
会
長
】
を
お
迎
え
し
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

演
題
を
「
私
の
歩
ん
で
き
た
道
」
と
し
て
、
官
僚
か

ら
民
間
企
業
の
立
て
直
し
を
実
現
さ
れ
た
ご
経
験
な
ど

に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
要
旨
は

県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
ま
滋
賀
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

善
男
善
女

　

善
男
善
女
の
縁
結
び
、
お
写
真
を
承
っ
て

お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

四
十
・
五
十
代
の
出
会
い
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

お
声
掛
け
運
動

　

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
十
月
よ
り
、
事
務

局
か
ら
七
十
五
歳
以
上
の
会
員
（
百
名
弱
）
の
方

に
お
電
話
に
よ
る「
お
声
か
け
運
動
」を
実
施（
不

定
期
）
し
、
今
ま
で
に
、
お
お
よ
そ
対
象
者
に
十

巡
ほ
ど
お
電
話
を
か
け
、
日
常
の
お
話
、
ご
相
談
、

県
人
会
活
動
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど
を
お
伺
い
し

て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
コ
ロ
ナ
禍
の
せ
い

で
外
出
し
づ
ら
く
家
に
こ
も
り
が
ち
で
、
健
康
維

持
に
対
す
る
不
安
を
か
か
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方

が
多
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
滋
賀
県
人
会

意
見
交
換
会

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
各
県
人
会
は
、
東
京
滋
賀
県

人
会
長
を
代
表
世
話
人
と
し
、
東
京
、
埼
玉
、
千

葉
、
神
奈
川
な
ど
を
中
心
に
、
会
長
会
議
や
副
会

長
・
理
事
レ
ベ
ル
の
実
務
者
会
合
を
開
き
、ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
結
束
し
た
取
組
み
を
強
化
し
、
会
員
相

互
の
交
流
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
四
年
八
月
二
十
七
日
（
土
）
に

「
こ
こ
滋
賀
」
二
階
「
近
江
牛 
毛
利
志
満
」
に
て

開
催
し
、
近
江
ゆ
か
り
の
会
開
催
へ
の
協
力
、
首

都
圏
県
人
会
合
同
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
提
案
、
会
員

増
対
策
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

北 修爾 氏



東京滋賀県人会　法人会員の皆様のご紹介　（令和4年8月末現在）

アインズ㈱東京支店 千代田区
Ascent Business Consulting㈱ 港区
㈱鮎家 野洲市
伊藤忠商事㈱ 港区
㈱永昌堂印刷 中央区
エステックサービス㈱ 大田区
笑四季酒造㈱ 甲賀市
ENWA㈱ 大阪市西区
太田酒造㈱東京営業所 足立区
大塚オーミ陶業㈱ 千代田区
大星岡村㈱ 中央区
㈱叶匠寿庵 大津市
㈱鹿深サービス 甲賀市
川島酒造㈱ 高島市
木村水産㈱ 彦根市
協同組合ビジネス21 彦根市
久禮経営労務管理事務所 世田谷区
元三フード㈱ 大津市
㈲甲賀もち工房 甲賀市
江州技研㈱ 台東区
㈱光洋社 新宿区

（公財）湖国協会 武蔵野市
㈱三和開発 米原市
滋賀近交運輸倉庫㈱ 長浜市
㈱滋賀銀行東京支店 中央区
滋賀県青年団体連合会 大津市
滋賀県東京本部 千代田区
㈱静永事務所 港区

清水惣㈱ 千代田区
昭和西川㈱ 中央区
㈱数寄和 杉並区
ゼッタリンクス㈱ 荒川区
㈱大生産業 野洲市
㈱髙島屋日本橋店 中央区
たねやグループ 近江八幡市
チョーギン㈱ 墨田区
㈱トランプ 港区
中田商店 八王子市
㈱ナカノアパレル 中央区
長浜浪漫ビール㈱ 長浜市
㈱西川 中央区
日本ロジテム㈱ 港区
㈱布引焼窯元 東近江市
農事組合法人グリーンティ土山 甲賀市

（一財）東日本橋真宗会堂維持財団 中央区
㈱ひょうたんや 近江八幡市

（公社）びわこビジターズビューロー 大津市
㈱びわこフード 近江八幡市
㈱マルヨシ近江茶 甲賀市
メルクロス㈱ 中央区
森島商事㈱ 竜王町
柳屋ビルディング㈱ 中央区
ヤマ庄陶器㈱ 甲賀市
㈱large 大阪市中央区
楽入陶房　壷中庵 甲賀市
㈱RoseUniverse 守山市

（五十音順敬称略）
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第
三
三
回
琵
琶
湖
夢
街
道
大
近
江
展

　

令
和
四
年
三
月
二
三
日
（
水
）
～
二
八
日
（
月
）　

髙
島
屋
日
本

橋
店
八
階
催
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
下
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
昨
年
よ
り

多
く
の
売
り
上
げ
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

足
を
お
運
び
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
四
年
度
定
期
総
会
の
ご
報
告

　

令
和
四
年
九
月
三
日
（
土
）
十
四
時
三
十
分
～
十
六
時
三
十
分

　

ア
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
東
京
駅
八
重
洲
通
り
に
て
総
会
を
開

催
。
総
会
員
の
三
分
の
二
以
上
（
委
任
状
提
出
者
を
含
む
）
が
出
席
。

約
十
名
の
役
員
や
会
員
が
リ
モ
ー
ト
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
の
決
算
及
び
事
業
報
告

の
審
議
、
役
員
人
事
の
他
、
定
款
の
変

更
に
つ
い
て
特
別
決
議
を
行
い
、
総
会

員
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
同
を
得
て
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
直
ち
に
同
所
で
理
事
会

を
開
催
し
、
役
付
き
役
員
の
選
任
を
行

い
ま
し
た
。



内
田　

び
わ
湖
パ
ー
ル
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
び
わ
湖
を
形

取
っ
た
マ
ス
ク
チ
ャ
ー
ム
、と
て
も
素
敵
で
す
ね
（
笑
）

青
田　

び
わ
湖
パ
ー
ル
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
、
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ

の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
、
着
用
さ
れ
て
い
ま
す
ね
（
笑
）

内
田　

さ
て
、
青
田
所
長
は
今
年
4
月
か
ら
滋
賀
県
情

報
発
信
拠
点
「
こ
こ
滋
賀
」
の
4
代
目
の
所
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
4
月
29
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
2
期
目
が
ス
タ
ー
ト
、
運
営
事

業
者
も
滋
賀
地
元
の
会
社
ア
イ
ン
ズ
（
株
）
が
受
託
さ

れ
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
青
田
所
長
は
以
前
か
ら
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信
力
が
あ
り
現
場
を
大
切
に
さ
れ
る
方

だ
な
と
思
っ
て
拝
見
し
て
い
ま
し
た
。「
こ
こ
滋
賀
」

の
店
頭
で
も
自
ら
法
被
姿
で
お
客
様
と
直
接
会
話
を
さ

れ
て
い
る
お
姿
が
印
象
的
で
す
が
、
リ
ス
タ
ー
ト
し
た

「
こ
こ
滋
賀
」
に
対
す
る
思
い
な
ど
お
聞
か
せ
い
た
だ

け
ま
す
か
。

青
田　

近
江
商
人
ゆ
か
り
の
地
で

あ
る
日
本
橋
に
、
２
０
１
７
年
10

月
に
開
館
し
て
以
来
、
東
京
滋
賀

県
人
会
の
皆
さ
ま
に
も
積
極
的
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
４

年
半
で
約
１
７
０
万
人
を
超
え
る

皆
さ
ん
に
御
来
館
い
た
だ
き
、
首

都
圏
の
皆
さ
ん
に
滋
賀
の
魅
力
を

発
信
し
て
き
ま
し
た
。
第
2
期
運

営
よ
り
、新
た
な
事
業
者
と
し
て
、

県
内
企
業
で
あ
る
ア
イ
ン
ズ（
株
）

を
迎
え
、
同
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
県
内

事
業
者
と
の
連
携
を
強
化
。１
階
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、（
株
）

淡
味
が
、
こ
れ
ま
で
の
他
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運

営
の
経
験
を
活
か
し
、
湖
魚
や
近
江
の
お
茶
、
近
江
の

地
酒
、
伝
統
商
品
の
拡
充
や
、
新
た
に
精
肉
販
売
も
開

始
す
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
で
の
販
路
開
拓
を
実
施
。

２
階
レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
、
滋
賀
の
老
舗
「
近
江
牛
毛
利

志
満
」
が
都
内
初
出
店
。
首
都
圏
の
皆
さ
ん
に
も
、
ぜ

ひ
、
近
江
牛
を
は
じ
め
と
す
る
滋
賀
の
味
を
堪
能
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
期
で
は
、

滋
賀
の
観
光
誘
客
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
観

光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
観
光
案
内
に
加
え
、（
株
）

日
本
旅
行
と
の
連
携
に
よ
り
、
館
内
で
旅
行
商
品
を
販

売
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
ー
ポ
ン
を
造
成
す
る
な
ど
、「
こ

こ
滋
賀
」
か
ら
現
地
滋
賀
へ
の
観
光
誘
客
機
能
を
ア
ッ

プ
し
、
ま
さ
に
「
こ
こ
か
ら
ひ
ろ
が
る　

滋
賀
の
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
目
指
し
た
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

内
田　

多
彩
な
滋
賀
の
魅
力
発
信
に
益
々
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、青
田
所
長
は
「
世
界
農
業
遺
産
」

認
定
に
向
け
て
長
き
に
渡
り
尽
力
さ
れ
た
と
伺
い
ま
し

た
。

青
田　

は
い
、
去
る
７
月
18
日
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
糧

農
業
機
関
）
に
お
い
て
、
私
た
ち
が
先
人
か
ら
脈
々
と

引
き
継
い
で
き
た
「
森
・
里
・
湖
に
育
ま
れ
る
漁
業
と

農
業
が
織
り
な
す
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
が
、
持
続
的
か

法
被
姿
で
店
頭
に
立
つ
の
が

　
　
　

好
き
な
ん
で
す
！

滋
賀
の
魅
力
満
載

世
界
農
業
遺
産•

シ
ガ
リ
ズ
ム•

Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ

ここから、ひろがる、
滋賀のストーリー。
「ここ滋賀」を通じた
人との出会い、つながりを
大事にしてまいります！

撮影・編集
岩見紀美子

東京滋賀県人会　事務局

琵琶湖版SDGsである「マザー
レイクゴールズ（MLGs）」。
13のゴールカラーは、日本の
伝 統 色 で 表 現され ており、
MLGsが生活に溶け込んでい
る象徴でも有ると感じていま
す。そんな親しみのあるMLGs
カラーでこのページを彩って
いますので、色でお二人のお
人柄や雰囲気も感じながら対
談記事をお楽しみください。

「
こ
こ
滋
賀
」
新
体
制
で

　
　
２
期
目
ス
タ
ー
ト

「
こ
こ
滋
賀
」　
所
長　

　

青
田　
朋
恵

東
京
滋
賀
県
人
会　
副
会
長　

　

内
田
真
由
子

青田　朋恵　「ここ滋賀」所長（商工観光労働部管理監）
◇経歴：農業土木職として滋賀県庁に入庁。農業農村整備事業に関する企画・調査等の業務に従事。広
報課（県広報誌や県ＴＶ番組の企画編集等）に従事。農政水産部農村振興課にて「農山村地域での空き
家対策」、「都市農村交流」、「魚のゆりかご水田」など農山村地域の活性化対策に従事。農政水産部農政
課で「世界農業遺産」認定に向けて従事。◇主な仕事：滋賀の首都圏発信拠点「ここ滋賀」の運営に関
する総括。滋賀の魅力や情報を発信。◇モットー：食べることで琵琶湖を守る 16 •



つ
世
界
的
に
重
要
で
特
徴
的
な
農

林
水
産
業
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

「
世
界
農
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
は
、

エ
リ
漁
等
の
伝
統
的
な
「
琵
琶
湖

漁
業
」、
水
田
に
遡
上
す
る
湖
魚

を
育
む
「
魚
の
ゆ
り
か
ご
水
田
」、

ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
と
近
江
米
か
ら
生
ま

れ
た
「
フ
ナ
ズ
シ
」
な
ど
の
食
文

化
、
ま
た
、
琵
琶
湖
の
環
境
に
配

慮
し
た
「
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
」

や
、
水
源
と
な
る
森
林
の
保
全
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
形

づ
く
ら
れ
る
農
林
水
産
業
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
う
し

た
「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
は
、
国
連
の
定
め
る
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）、そ
し
て
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
（
マ

ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ
）
の
達
成
に
寄
与
す
る
も
の
で

す
。
世
界
農
業
遺
産
と
し
て
、
世
界
に
そ
の
価
値
が
認

め
ら
れ
た
「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
を
「
こ
こ
滋
賀
」
に

お
い
て
、
首
都
圏
の
皆
さ
ん
に
も
、
し
っ
か
り
と
そ
の

魅
力
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

自
然
志
向
・
健
康
志
向
が
高
ま
り
、
人
々
の
価
値
観
が

変
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
滋
賀
の
時
間

や
流
れ
や
暮
ら
し
を
よ
り
深
く
体
感
し
て
い
た
だ
き
、

心
の
リ
ズ
ム
を
整
え
て
い
た
だ
く
、
そ
ん
な
新
た
な

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」
と
し
て
「
こ
こ
滋
賀
」

か
ら
発
信
し
、
滋
賀
へ
の
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

内
田　

な
る
ほ
ど
。
世
界
農
業
遺
産
認
定
は
地
域
の

方
々
の
自
信
や
誇
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
の
達
成
、

観
光
資
源
に
も
繋
が
る
の
で
す
ね
。
行
政
は
よ
く
縦
割

り
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
開
催
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
中
で
感
じ
る
の
は
、
滋
賀
県
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
理
念
の
も
と
横
断
的
な
連
携
が
と
れ
て
い
て
素
晴
ら

し
い
な
と
。
県
の
幹
部
に
も
女
性
の
方
が
増
え
多
様
性

を
尊
重
す
る
理
念
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
も
嬉
し
い
で

す
し
、
い
ち
早
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
県
政
に
取
り
入
れ
ご
当

地
バ
ー
ジ
ョ
ン
「
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
」
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す

よ
ね
。
東
京
滋
賀
県
人
会
の
小
林
洋
一
会
長
が
副
会
長

と
し
て
在
籍
さ
れ
て
い
た
伊
藤
忠
商
事
（
株
）
も
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
で
す
。
こ
の
共
通

項
は
滋
賀
出
身
者
と
し
て
誇
り
に
感
じ
ま
す
。
そ
も
そ

も
三
方
よ
し
の
精
神
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
通
じ
る
の
で
、
滋

賀
県
民
に
は
素
地
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後

は
滋
賀
の
新
た
な
魅
力
「
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
」
も
含
め
、
継
承

者
問
題
で
持
続
可
能
が
難
し
い
大
津
絵
や
膳
所
焼
な
ど

「
滋
賀
な
ら
で
は
の
芸
術
・
文
化
」
の
分
野
に
も
も
っ

と
光
を
当
て
て
い
き
た
い
で
す
。

青
田　

情
報
発
信
拠
点
「
こ
こ
滋
賀
」
を
中
心
に
、
滋

賀
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
文
化
、「
琵
琶
湖
シ
ス
テ
ム
」

と
し
て
豊
か
で
恵
ま
れ
た
環
境
の
も
と
で
育
ま
れ
た
食

や
モ
ノ
な
ど
、
滋
賀
の
魅
力
を
発
信
し
、
県
内
外
の

方
々
が
、そ
の
魅
力
に
触
れ
、

体
感
で
き
る
機
会
を
更
に
増

や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
そ
し
て
「
シ
ガ
リ
ズ

ム
」
の
発
信
拠
点
と
し
て
、

滋
賀
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
し
っ

か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
長

年
に
わ
た
り
、
都
内
か
ら
現

地
滋
賀
を
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
東
京
滋

賀
県
人
会
の
皆
様

と
、
今
後
も
引
き

続
き
連
携
を
深
め

つ
つ
、
一
層
の
取

組
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

内
田　

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
県
人

会
は「
同
郷
の
会
」

で
し
た
が
、
今
で

は
東
京
進
出
を
目
指
す
県
内
事
業
者
、
滋
賀
と
の
関
わ

り
を
希
望
さ
れ
る
首
都
圏
の
事
業
者
、
滋
賀
に
興
味
を

お
持
ち
の
方
な
ど
関
係
人
口
が
増
え
「
滋
賀
好
き
な
人

が
集
ま
る
会
」
へ
と
様
変
わ
り
し
て
き
て
い
ま
す
。
日

本
経
済
の
中
枢
で
ご
活
躍
さ
れ
た
小
林
洋
一
会
長
を

筆
頭
に
信
用
あ
る
団
体
と
し
て
、「
滋
賀
が
お
も
し
ろ

い
！
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
仲
間
を
増
や
す
活
動
を

リ
ア
ル
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
輪
で
展
開
し
て
い
き
た
い
で

す
。「
こ
こ
滋
賀
」
を
拠
点
に
、
近
江
牛
岡
喜
日
本
橋

店
・
つ
ゆ
し
ゃ
ぶ
ち
り
り
京
橋
店
・
歌
舞
伎
座
な
ど
の

滋
賀
ゆ
か
り
の
企
業
と
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

な
ど
、
更
な
る
相
乗
効
果
や
共
感
を
得
つ
つ
絆
を
深
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
滋
賀
愛
溢
れ
る
「
人

の
宝
庫
」県
人
会
を
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
抱
負
と
連
携
に
向
け
て

東京滋賀県人会も
琵琶湖版SDGs「MLGs」
に賛同し「ここ滋賀」を
拠点に滋賀の様々な
魅力を再発見

していきたいです。

令和4年4月29日にリニューアルオープ
ンした「近江牛毛利志満　日本橋ここ
滋賀」にて。リラックスした雰囲気で
対談を行うことが出来ました。スタッ
フの皆様ありがとうございました。

　近江牛毛利志満　日本橋ここ滋賀　
　ランチ　 11:30 〜 14:30 （L.O 14:00）
　ディナー 17:00 〜 22:00 （L.O 21:00）
　TEL03-6281-9872

内田　真由子　（一社）東京滋賀県人会　副会長
◇経歴：大阪ヒルトンホテル営業部に7年勤務し、結婚を機に銀座「あかね画廊」に転職。滋賀県瀬田
の唐橋中洲で「ギャラリー唐橋」を開業しアート業界で草の根メセナ活動を行う。◇主な活動：地方創
生にも関心を持ち、東京滋賀県人会の活動をはじめ（一社）滋賀県茶業会議所アンバサダー兼SDGs部
会長、（一社）滋賀県青年会館評議員、(一社)地域振興支援ふるさとのチカラ理事など、支援活動をラ
イフワークとする自由人。◇趣味：歴史探訪、音楽・芸術鑑賞、料理すること食べること、お茶活。
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近
江
八
幡
市
の
近
江
牛
の
名
店
、「
毛
利
志

満
」
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。

湖
東
地
域
に
あ
る
自
社
牧
場
で
育
て
上
げ
た

黒
毛
和
牛
と
滋
賀
の
ゆ
た
か
な
自
然
の
中
で

育
つ
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
が
、
フ
レ
ン
チ
シ
ェ

フ
の
手
に
よ
っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
人
気
の
秘
密
は
、
近
江
牛

を
中
心
に
、
滋
賀
の
四
地
域
（
湖
東
・
湖
西
・

湖
南
・
湖
北
）
の
食
材
を
ス
イ
ッ
チ
し
て
取

り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
と
琵
琶
湖
の
形
が
似
て
い
る
と
い
う

ご
縁
で
、
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ

ル
が
登
場
し
た
事
も
！
ビ
ワ
マ
ス
を
使
っ
た

料
理
は
美
肌
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
女
性
フ
ァ
ン

が
多
い
一
品
で
す
。

ク
ロ
ス
バ
イ
ク
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
取

り
入
れ
る
な
ど
、
大
胆
な
内
装
も
話
題

の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
「
こ
こ
滋
賀
」。
更
に
、
首

都
圏
の
百
貨
店
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店

を
重
ね
、
よ
り
「
こ
こ
滋
賀
」
が
身
近

な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

精
肉
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、

い
つ
で
も
上
質
な
近
江
牛
を
お
買
い
求

め
い
た
だ
け
ま
す
。「
こ
ま
切
れ
」「
焼

き
肉
用
肉
」
が
週
末
の
目
玉
商
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

SH
IGA

's BA
R

で
は
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

を
回
し
て
ラ
ン
ダ
ム
に
地
酒
に
出
会

う
「
推
し
蔵
ガ
チ
ャ
」
が
登
場
！
（
期

間
限
定
）
ど
の
日
本
酒
を
選
べ
ば
い
い

か
迷
っ
て
い
る
方
に
お
勧
め
の
企
画
で

す
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
す
る
な
ら
古
株

牧
場
（
竜
王
町
）
の
ミ
ル
ク
ジ
ェ
ラ
ー

ト
、
米
安
珈
琲
焙
煎
所
（
守
山
市
）
の

コ
ー
ヒ
ー
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

唎
酒
師
で
も
あ
る
古
市
支
配
人
に
出
会

え
た
ら
、
日
本
酒
に
つ
い
て
語
り
合
っ

て
み
た
い
で
す
ね
。

近
江
牛
×
フ
レ
ン
チ
シ
ェ
フ

新
し
い「
こ
こ
滋
賀
」へ
お
出
掛
け
に
な
り
ま
し
た
か
？

近江牛 毛利志満　日本橋ここ滋賀

マーケット・SHIGA's BAR

2F

1F

滋賀県情報発信拠点

ここ滋賀
2022年4月29日

新しく生まれ変わりました！

森嶋明奈さん
代表取締役社長

森嶋政文さん

料理長
阿部 彰さん
フランス料理店「シェ・イノ」
井上 旭氏に師事。青山「マノ
ワール・ディノ」料理長を経験
したフレンチの巨匠。

近江牛をはじめ
滋賀の食材を使って滋賀の食文化の魅力をご紹介していきます！

近江牛毛利志満ステーキと
ビワマスのミキュイ。

マーケット・SHIGA'ｓBAR 店長
古市宏樹さん
唎酒師
他県アンテナショップ店長の
過去の経験を生かし
滋賀の魅力を発信。

観光コンシェルジュが観光の
ご相談にお答えします。

日本旅行のプランナーが
ご相談やツアー申し込みを受け付けます。

（月4回程度・限定日のみ）

滋賀県ならではの商品を取り揃えてお待ちしています！

「ここ滋賀」の魅力的な

商品やイベントを発信中！

フォローお願いします！

滋賀自慢の地酒を飲

みにSHIGA'
s BARへ

ど

うぞお越しください！

商品担当
田上絵梨花さん

SNS担当
海野飛美さん

総合案内　－観光・案内－

近
江
商
人
ゆ
か
り
の
地
・
日
本

橋
に
あ
る
滋
賀
県
情
報
発
信
拠

点
「
こ
こ
滋
賀
」
は
２
０
２
２

年
4
月
29
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た
。
2
期
目
の
運
営
事

業
者
は
滋
賀
県
竜
王
町
に
本

社
、
千
代
田
区
神
田
に
東
京
支

社
を
構
え
る「
ア
イ
ン
ズ（
株
）」

が
担
い
、
1
階
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

SH
IGA

's BA
R

は
兵
庫
県
淡

路
島
に
本
社
が
あ
り
福
井
県
や

兵
庫
県
洲
本
市
な
ど
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
「（
株
）
淡
味
」、
2
階

レ
ス
ト
ラ
ン
は
近
江
八
幡
に
本

店
が
あ
る
近
江
牛
の
老
舗
「
毛

利
志
満
」
が
近
江
牛
と
滋
賀
食

材
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
３
者
が

連
携
し
た
体
制
で
、
シ
ガ
リ
ズ

ム
、
ビ
ワ
イ
チ
な
ど
の
観
光
や

滋
賀
へ
の
誘
客
の
強
化
を
図

り
、
ま
た
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
立
ち
上
げ
た
り
と
多
彩
な

発
信
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



QRコードをかざすと
オンラインでも
お買い物ができます！
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〒103-0027　東京都中央区日本橋2-7-1
営業時間：1F マーケット・バー・総合案内 10:00〜20:00　TEL03-6281-9871
　　　　　2F レストラン　11:30〜14:30／17:00〜22:00　TEL03-6281-9872
※営業時間は変更となる場合がございます。
定休日：年末年始
https://cocoshiga.jp/

東京メトロ、都営地下鉄日本橋駅Ｂ６・Ｂ８出口からすぐ
JR東京駅八重洲北口から徒歩6分
無料巡回バス／メトロリンク日本橋駅「地下鉄日本橋」停留所最寄り（東京駅八重洲口より約10分間隔で運行）

マーケットスタッフからの
おすすめ商品特集

ここから、ひろがる滋賀のストーリー

WABARA ROSE TEA 
+Si(OH)4 300ml　
㈱Rose Universe
486円（税込）

https://cocoshigashop.jp

しっぽ mifukuスパークリング
350ml 美冨久酒造㈱ 693円（税込）

アマハガン ワールドモルト 
エディションNo.3 
ミズナラウッドフィニッシュ 47°
長浜浪漫ビール㈱ 8,250円（税込）

長浜浪漫ビール㈱
各種540円（税込）

一輪挿し「Chabana」シリーズ　
雫 ヤマ庄陶器㈱ 2,970円（税込）

干しあゆ あゆの店きむら
1,080円（税込）

【冷凍】岡喜ビーフコロッケ 5個入 ㈱岡喜商店 1,300円（税込）
／近江牛生ハム 元三フード㈱ 1,296円（税込）

果実彩菓 きんかん大福 しろ平老舗
920円（税込）

猫のぐい呑み 布引焼
2,200円（税込）

あも（こしあん）
㈱叶 匠寿庵 1,296円（税込）

手土産におすすめ！

左：笑四季 レトロラベル純米
720ml 笑四季酒造㈱ 1,595円（税込）

上：清酒 特純山廃 道灌 カップ 
180ml 太田酒造㈱ 352円（税込）

GI認定の地酒も含め
滋賀県内各地の
地酒が揃います！

NEW

伝統的美しさと令和が
融合したデザイン

クラフトビールも人気です！

簡単！油で揚げるだけで

レストランの味。

猫好きにはたまらない
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当「投稿コーナー」で井伊
直弼公についてのお話を連
載いただいている、埋木舎
当主・駒澤大学名誉教授�
大久保�治男�氏（当会会員）
が、書籍『埋木舎で培われ
た井伊直弼の茶の湯』（サン
ライズ出版）を出版されまし
た。

お求め、お問い合わせは以下の紹介ページまで。
https://sunrise-pub.co.jp/isbn978-4-88325-764-5/

　
　
　
　
（
一
）

　

井
伊
直
弼
は
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
十
一
代
彦
根
藩
主

（
譜
代
筆
頭
・
三
十
五
万
石
）
井

伊
直
中
の
十
四
男
と
し
て
誕
生
。

三
百
俵
の
捨
扶
持
で
彦
根
城
佐

和
口
御
門
前
の
「
埋う
も
れ
ぎ
の
や

木
舎
」
と
号
す
る
公
館
で
三
十
二
歳
ま
で
の

十
五
年
間
を
暮
ら
す
こ
と
と
な
る
。
茶
道
・
和
歌
・
ポ
ン
（
鼓つ
づ
み・

能
・

謡
曲
）
の
修
行
に
集
中
し
、
そ
の
基
盤
に
は
「
禅
」
の
修
行
も
行
っ

て
い
た
。

　

直
弼
は
両
親
の
御
恩
に
対
し
て
は
常
に
敬
意
を
表
し
慕
っ
て
い
た

慈
愛
の
心
が
厚
い
。
龍
潭
寺
の
母
の
墓
前
に
参
詣
し
た
折
は
、

○
そ
の
か
み
の
煙
と
共
に
消
え
も
せ
で 

　
　

つ
れ
な
く
立
て
る
松
ぞ
わ
び
し
き

と
詠
じ
、
母
上
は
亡
く
な
ら
れ
た
の
に
墓
近
く
の
松
の
木
は
ま
だ

立
っ
て
い
る
。
悲
し
い
こ
と
だ
、
と
心
痛
の
極
み
を
詠
い
、
父
君
の

十
三
回
忌
に
当
た
っ
て
は
、「
夢
の
ご
と
十
あ
ま
り
三
つ
の
と
し
を

経
て 

か
へ
る
う
つ
つ
は
な
み
だ
ば
か
り
ぞ
」
と
詠
じ
何
年
経
っ
て

も
父
君
の
逝
去
を
涙
し
て
悲
し
ん
で
お
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
や
さ
し
い
心
」
は
露
の
間
の
蛍
の
は
か
な
い
生
命
に
ま
で

向
け
ら
れ
て
い
た
。

○
影
見
せ
て
過
ぎ
し
蛍
の
名
残
り
か
も 

蓬よ
も
ぎが
窓
の
露
の
白
玉

さ
ら
に
、
風
景
に
ま
で
も

○
か
な
し
さ
は
何
の
な
こ
り
も
あ
ら
な
く
に　

　
　

袖
に
つ
ゆ
せ
し
秋
の
夕
く
れ

　
　
　
　
（
二
）

　
「
や
さ
し
さ
」
は
人
と
争
わ
ず
、
怒
ら
ず
、
対
抗
せ
ず
、
心
広
く
、

抱
擁
、
奉
仕
の
心
に
も
通
ず
る
。

　

直
弼
は
「
柳
の
木
」
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
。
埋
木
舎
は
別
名
で

「
柳
王
舎
」「
柳
和
舎
」（
共
に
や
ぎ
わ
の
や
と
読
む
）
と
呼
び
、「
柳
」

に
ま
つ
わ
る
和
歌
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。
俳
句
集
と
し
て
は
、

「
柳や
な
ぎ
の
お
ち
ば

廼
落
葉
」、
和
歌
集
と
し
て
は
、「
柳や
な
ぎ
の
し
ず
く

廼
四
附
」
が
あ
る
。

○
の
ど
か
な
る
道
の
柳
の
い
と
ほ
し
く 

　
　

し
づ
こ
こ
ち
し
て
風
の
吹
く
見
ゆ

○
霞
よ
り
花
よ
り
春
の
色
を
待
つ

　
　

岸
に
み
せ
た
る
青
柳
の
糸

○
そ
よ
と
吹
く
風
に
な
び
き
て 

　
　

す
な
ほ
な
る
姿
を
う
つ
す
岸
の
青
柳

　

ま
た
、直
弼
は
江
戸
時
代
後
期
の
俳
諧
師
大
島
蓼り

ょ
う
た太
の
俳
句「
む
っ

と
し
て 
も
ど
れ
ば
庭
に 

柳
か
な
」
を
座
右
の
銘
に
し
て
い
た
。
何

か
腹
立
た
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
む
っ
と
怒
り
な
が
ら
帰
宅
し
て
も

柳
を
見
て
柳
の
枝
の
よ
う
に
や
さ
し
く
垂
れ
て
逆
ら
わ
ず
怒
ら
ず
や

さ
し
く
包
み
込
む
心
で
が
ま
ん
し
よ
う
。
し
か
し
、
心
は
し
っ
か
り

し
つ
つ
…
…
。
正
に
昇
華
さ
れ
た
「
や
さ
し
さ
」
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
（
三
）

　
「
直
弼
の
茶
の
湯
」
に
つ
い
て
は
「
滋
賀
縣
人
」
百
九
十
八
号
に

書
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、直
弼
の
茶
の
湯
に
対
す
る
精
神
は
、

大
名
の
子
と
し
て
は
当
時
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
平
等
思
想
で

あ
り
、
身
分
や
格
式
や
財
力
等
貴
賤
貧
富
の
差
に
は
全
く
関
係
し
な

い
「
茶
は
茶
」「
茶
は
心
」「
茶
人
は
平
等
」
の
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
強
く

持
っ
て
お
ら
れ
た
茶
の
湯
で
あ
っ
た
。
茶
道
の
真
髄
、
茶
人
は
茶
人

と
し
て
平
等
・
対
等
で
あ
る
と
い
う
「
や
さ
し
さ
」
の
極
致
の
様
な

直
弼
茶
道
が
埋
木
舎
時
代
の
貧
乏
な
生
活
の
中
か
ら
の
思
想
と
し
て

昇
華
し
た
の
で
あ
る
。

　

庭
を
剪
定
し
て
い
た
植
木
屋
さ
ん
や
台
所
に
働
い
て
い
た
女
中
さ

ん
も
茶
室
に
招
き
、
茶
席
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
た
直
弼
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
直
弼
の
「
茶
の
心
」
に
つ
い
て
の
和
歌
を
数
首
掲
げ
て
直

弼
の
や
さ
し
さ
を
探
る
こ
と
と
し
た
。

　
「
侘わ
び

数ず

寄き

」
の
四
要
素
と
し
て
、①
生
涯
を
茶
の
湯
に
懸
け
る
「
執

心
」
②
人
と
し
て
の
修
行
「
禅
」
③
風ふ
う

躰て
い

確
立
と
し
て
の
「
和
歌
」

④
茶
道
具
選
択
の
「
目め

聞き
き

」
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
和
歌
こ

そ
茶
の
湯
の
心
で
も
あ
ろ
う
。

○
と
も
角
に
心
の
塵
を
ま
づ
掃
き
て 

　
　

の
む
べ
か
り
け
り
宇
治
の
つ
み
草

○
散
り
か
か
る
池
の
木
の
葉
を
す
く
ひ
捨
て 

　
　

底
の
こ
こ
ろ
も
い
さ
き
よ
き
か
な

〈
後
編
は
二
百
一
号
に
掲
載
予
定
〉

井
伊
直
弼
公
の「
優
し
い
心
」　
―
人
々
に
寄
り
添
う
―（
前
編
）

埋
木
舎
当
主
・
駒
澤
大
学
名
誉
教
授　

大
久
保　

治
男

大久保　治男氏
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マ
ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ
の
基
に
な
っ
た
「
び
わ
湖
と
の
約
束
」

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ
（
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
）
は
、「
琵
琶
湖
」
を
切
り

口
と
し
た
二
〇
三
〇
年
の
持
続
可
能
社
会
へ
向
け
た
目
標
（
ゴ
ー
ル
）

で
す
。
見
た
目
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
似
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
り
立
ち
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
制
定
さ
れ
た
二
〇
一
五
年
の
四
年
前
の
、
二
〇
一
一
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

当
時
、
策
定
さ
れ
た
「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画 

第
二
期
改
定
版
」

に
お
い
て
、「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
び
わ
コ
ミ
会
議
（
以
下
、

び
わ
コ
ミ
会
議
）」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

び
わ
コ
ミ
会
議
で
は
、
年
代
や
性
別
、
所
属
、
経
験
、
価
値
観
な

ど
が
異
な
る
人
同
士
、
ま
た
異
な
る
地
域
に
住
ま
う
人
同
士
が
琵
琶

湖
の
現
状
や
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
対
話
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
琵
琶

湖
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
を
「
び
わ
湖
と
の
約
束
」
と
し
て
、
参
加

者
全
員
が
表
明
し
て
き
ま
し
た
。
び
わ
コ
ミ
会
議
は
十
年
に
わ
た
り

開
催
さ
れ
、
十
年
分
蓄
積
さ
れ
た
「
び
わ
湖
と
の
約
束
」
が
Ｍ
Ｌ
Ｇ

ｓ
の
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ
が
発
案
さ
れ
る
ま
で

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画
の
終
期
（
二
〇
二
〇
年
）
が
迫
る
に
従
い
、

後
継
の
仕
組
み
が
検
討
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
行
政
の
施
策
は
新
た
に

策
定
さ
れ
た
琵
琶
湖
保
全
再
生
計
画
に
引
き
継
ぐ
一
方
で
、
マ
ザ
ー

レ
イ
ク
21
計
画
で
担
っ
て
き
た
県
民
協
働
を
引
き
継
ぐ
に
は
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
が
良
い
か
、「
条
約
」
や
「
協
定
」、「
憲
章
」
な
ど
色
々

な
コ
ン
セ
プ
ト
案
が
あ
る
中
、
二
〇
一
五
年
に
気
候
変
動
枠
組
条
約

締
結
国
会
議
（
通
称
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
１
）
で
合
意
さ
れ
た
パ
リ
協
定
を
参

考
に
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
琵
琶
湖
で
清
掃
活
動

を
す
る
人
も
、
カ
ヌ
ー
を
楽
し
む
人
も
、
鮒
寿
司
を
愛
す
る
人
も
、

水
防
団
と
し
て
水
害
に
備
え
る
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
に
も
と
づ

い
て
活
動
し
て
お
り
、
パ
リ
協
定
の
「
共
通
だ
が
差
異
の
あ
る
責
任

（
先
進
国
と
途
上
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
事
情
の
違
い
を
認
め
つ
つ

共
通
の
枠
組
み
の
下
で
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
）」
と

い
う
概
念
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
「
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
」
を
歪
め
る

こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
の
形
で
、
豊
か
で
美
し
い
琵
琶
湖
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
推
進
力
に
し
て
い
け
る
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

世
論
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
県
民

協
働
の
目
標
を
琵
琶
湖
版
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
す
な
わ
ち
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
と
し

て
、
ま
と
め
て
い
く
案
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
と
そ
の
発
信
に
つ
い
て

Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
策
定
に
至
る
議
論
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
行
動
の
変

化
が
持
続
可
能
な
社
会
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
を
出

発
点
に
し
て
い
ま
す
。
十
年
分
の
「
び
わ
湖
と
の
約
束
」
を
ベ
ー
ス

に
、
パ
リ
協
定
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
何
度
も
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
話
し
合
い
を
重
ね
て
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
作
り
上
げ
た

も
の
が
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
で
す
。

Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
に
は
十
三
の
ゴ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
1
か
ら

ゴ
ー
ル
6
ま
で
が
「
琵
琶
湖
流
域
の
自
然
環
境
に
関
す
る
ゴ
ー
ル
」、

ゴ
ー
ル
7
か
ら
ゴ
ー
ル
12
ま
で
が
「
琵
琶
湖
を
と
り
ま
く
暮
ら
し

に
関
す
る
ゴ
ー
ル
」、
ゴ
ー
ル
13
が
「
全
体
を
貫
く
ゴ
ー
ル
」
で

す
。
よ
り
詳
し
く

は
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
「
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ  

Ｗ
Ｅ
Ｂ
」https://

m
lg

s.sh
ig

a
.

jp/ 

を
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ 

Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
は
、
Ｍ
Ｌ

Ｇ
ｓ
の
説
明
の
ほ

か
、
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
に

ご
賛
同
い
た
だ
い

た
企
業
の
取
組
み

や
、
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
様
々
な
ニ
ュ
ー
ス

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
の
今
後
の
展
開

様
々
な
主
体
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
で
す

が
、
県
民
の
認
知
度
は
ま
だ
高
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ

体
操
で
す
。
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
広
報
大
使
の
伊
藤
み
き
さ
ん
（
日
野
町
出
身

　

元
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
・
モ
ー
グ
ル
日
本
代
表
）
が
発
案

さ
れ
た
も
の
で
、
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
の
学
習

は
、と
も
す
れ
ば
理
念
先
行
で
頭
で
っ

か
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、

Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
体
操
は
身
体
を
動
か
し
て

学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
の
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
体
操
を
県
民
に
広

く
普
及
す
べ
く
、
関
係
す
る
皆
さ
ん

と
鋭
意
、
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
体
操
を
は
じ
め
、

Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
ご
興
味

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
当

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ　

　

～
豊
か
な
び
わ
湖
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
～

滋
賀
県
琵
琶
湖
環
境
部
琵
琶
湖
保
全
再
生
課　

副
主
幹　

小
林　

匡
哉

びわコミ会議�びわ湖との約束

MLGsとSDGsの関係MLGs　WEBMLGs体操（ブランチ大津京でのびわ湖の日イベントにて）
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滋
賀
県
観
光
振
興
局
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
滋
賀
へ
の
宿
泊

旅
行
・
団
体
旅
行
に
対
す
る
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
以
前
か
ら
、
各

種
観
光
振
興
策
の
実
施
（
日
本
遺
産
、
近
江
の
地
酒
、
各
種
花
火
大

会
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
ビ
ワ
イ
チ
、
物
産
振
興
、
映
像
作
品
支
援
を

通
じ
た
魅
力
発
信
な
ど
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
県
の
観
光
を
取
り
巻
く
状
況
と
し
て
は
、令
和
元
年（
二
〇
一
九

年
）
に
年
間
の
入
込
客
数
五
千
四
百
万
人
、
宿
泊
客
数
四
百
八
万
人

と
過
去
最
大
の
人
数
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
二
年
の
観
光
入
込
客
数
で
は

三
千
六
百
四
十
一
万
人
、
宿
泊
客
数
は
二
百
四
十
二
万
人
（
う
ち
、

外
国
人
宿
泊
客
数
は
四
万
人
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
も
観
光
入
込
客
数
三
千
六
百
九
十
二
万
人
、
宿
泊
客
数

二
百
五
十
六
万
人（
う
ち
、外
国
人
宿
泊
客
数
五
千
八
百
四
十
人
）と
、

コ
ロ
ナ
以
前
と
比
較
す
る
と
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
と
い
う
状
況
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
健
康
志
向
や
自
然
志
向
の
高
ま
り
、
旅
行
の

少
人
数
化
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
人
と
の
つ
な
が

り
等
が
よ
り
一
層
大
切
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
県
の
琵
琶

湖
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
な
自
然
環
境
や
、
ビ
ワ
イ
チ
や
湖
上
で
の

各
種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
本
県
観
光
の
有
す
る
強
み
・
良
さ
が
改

め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
に
観
光
地
を
巡
る
だ
け
で
な

く
、
滋
賀
に
暮
ら
す
人
々
と
出
会
い
、
交
流
す
る
中
で
、
ゆ
っ
く
り
、

て
い
ね
い
に
暮
ら
し
て
き
た
滋
賀
の
時
間
の
流
れ
、
暮
ら
し
に
息
づ

く
生
活
文
化
、
営
み
、
歴
史
、
伝
統
な
ど
を
深
く
体
験
、
体
感
い
た

だ
き
、「
ま
た
訪
れ
た
く
な
る
旅
」「
誰
か
を
連
れ
て
き
た
く
な
る
旅
」

「
誰
か
に
お
ス
ス
メ
し
た
く
な
る
旅
」
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」
と
は
、「
琵
琶
湖
を
は
じ
め
と
し
た

自
然
と
歩
み
を
そ
ろ
え
、
ゆ
っ
く
り
、
て
い
ね
い
に
暮
ら
し
て
き
た
、

滋
賀
の
時
間
の
流
れ
や
暮
ら
し
を
体
感
で
き
る
、〝
心
の
リ
ズ
ム
を

整
え
る
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
〟」
の
総
称
と
し
て
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、大
津
市
逢
坂
の
関
近
く
に
あ
る
「
有
限
会
社
藤
三
郎
紐
」

さ
ん
。
こ
ち
ら
は
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
年
）
創
業
の
、
滋
賀
県
内

で
唯
一
の
組
紐
事
業
者
さ
ん
で
す
。
現
在
は
四
代
目
の
お
父
様
と
五

代
目
の
太
田
浩
一
さ
ん
の
二
人
で
生
産
作
業
を
行
い
、
主
に
京
都
の

呉
服
商
店
等
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
〝
大
津
の
組
紐
〟
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
京
都
へ
入
る
武
士
、
町

人
の
刀
の
下
げ
緒
や
印
籠
の
紐
を
修
理
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
本
県
の
伝
統
的
工
芸
品
の
一
つ
で
す
。

そ
ん
な
藤
三
郎
紐
さ
ん
で
は
、
毎
週
土
曜
日
に
限
り
、
体
験
・
見
学

を
受
け
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
た
く
さ
ん
あ
る
糸
の
中
か
ら
四
本
を
選
ん
で
角
台
へ
セ
ッ

ト
し
、
太
田
さ
ん
の
指
導
の
も
と
組
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。
同
じ
力

で
、
左
右
に
組
み
上
げ
て
い
か
な
い
と
出
来
上
が
っ
た
紐
の
目
が
通

ら
な
く
な
り
ま
す
。
心
を
整
え
、
集
中
し
な
が
ら
作
業
す
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
最
後
は
、
願
い
が
叶
う
と
い
う
「
叶
結
び
」
で
結
わ

え
て
完
成
で
す
。

　

体
験
は
事
前
申
込
制
で
一
回
四
名
ま
で
で
、
体
験
料
、
材
料
費
込

み
で
二
千
五
百
円
（
税
込
）
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
考
案
さ
れ
、
一
度
に
十
数
本
の
紐
を
手
動
で
組
み
上

げ
て
い
く
木
製
の
組
紐
機
械
（
内
記
台
）
が
現
役
で
動
く
と
こ
ろ
を

見
て
い
た
だ
け
る
の
も
、
日
本
国
内
で
は
こ
こ
だ
け
で
す
。
ぜ
ひ
、

滋
賀
へ
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は
、
体
験
・
見
学
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
シ
ガ
リ
ズ
ム
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、
九
月
か
ら

び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」
の
Ｈ
Ｐ
上
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。

「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」
で
つ
な
ぐ
、
滋
賀
ら
し
い
観
光
の
創
出
を
め
ざ
し
て

滋
賀
県
商
工
観
光
労
働
部
観
光
振
興
局
シ
ガ
リ
ズ
ム
推
進
室
長　

辻　

良
介

色とりどりの紐を組んでいるところ 組台（角台）を使った組紐体験



観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
甲
賀
流
リ
ア

ル
忍
者
館
」
に
つ
い
て

　

日
本
遺
産
「
忍
び
の
里
」
の
歴
史
文
化
や
、
甲
賀
流
忍
者
の

足
跡
を
感
じ
ら
れ
る
施
設
・
史
跡
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

映
像
や
忍
者
の
体
験
型
展
示
で
甲
賀
流
忍
者
を
体
感
で
き
る
施

設
と
し
て
令
和
二
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、「
甲

賀
流
忍
者
」
だ
け
で
な
く
、
市
内
の
観
光
資
源
と
な
る
「
信
楽

焼
」
や
「
東
海
道
」
な
ど
、
様
々
な
観
光
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
た
な
魅
力
と
し
て
人
気
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
「
ポ
ケ
ッ

ト
モ
ン
ス
タ
ー
」
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〝
ゲ
ッ
コ
ウ
ガ
〟
の

ポ
ケ
ふ
た
も
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
来
館
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間　

十
時
～
十
六
時

場　

所　
　

忍
の
里
プ
ラ
ラ
内
（
甲
南
町
竜
法
師
六
〇
〇
）

休
館
日　
　

月
曜
日
、
年
末
年
始

入
館
料　
　

無
料

問
合
せ　
　

〇
七
四
八
―
七
〇
―
二
七
九
〇

忍
術
書
『
間か
ん
林り
ん
清せ
い
陽よ
う
』
の
発
見
に
つ
い
て

【
発
見
の
経
緯
】

　

発
見
者
と
な
る
福
島
嵩
仁
氏
は
、
三
重
大
学
大
学
院
に
在
学

中
、
忍
術
書
『
万ば
ん
せ
ん
し
ゅ
う
か
い

川
集
海
』
の
調
査
研
究
を
行
う
中
で
、
そ
の

ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
『
間
林
清
陽
』
の
存
在
を
探
求
さ
れ
て
お
り
、

令
和
三
年
四
月
か
ら
甲
賀
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
就

任
さ
れ
た
以
降
も
、
調
査
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
へ
、
地
元
で
の
聞
き
込
み
を
進
め
る
中
で
、
甲
賀
市
甲

南
町
葛
木
区
所
蔵
の
歴
史
資
料
に
『
間
林
清
陽
』
と
み
ら
れ
る

古
文
書
が
あ
る
と
の
情
報
が
あ
り
、
調
査
を
お
こ
な
っ
た
と
こ

ろ
、
区
の
蔵
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

【
間
林
清
陽
の
概
要
】

　

市
指
定
文
化
財
『
万
川
集
海
』
の
冒
頭
「
凡
例
」
に
次
の
と

お
り
記
載
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
万
川
集
海
は
、
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
『
間
林
精
要

（
清
陽
）』
の
要
点
を
ま
と
め
て
用
い
て
、
伊
賀
・
甲
賀
十
一

人
の
忍
者
が
秘
匿
し
て
い
た
忍
術
や
忍
器
の
う
ち
、
時
代
に

合
わ
な
い
も
の
を
捨
て
、
合
う
も
の
を
選
ん
で
ま
と
め
た
も

の
」（
意
訳
）

　

こ
の
こ
と
か
ら
、『
間
林
清
陽
』
は
、『
万
川
集
海
』
の
元
に

な
っ
た
忍
術
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
個
人
所
蔵
の

も
の
が
あ
る
と
い
う
話
は
あ
り
ま
し
た
が
、
公
的
に
存
在
及
び

内
容
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
現
地
調
査
及
び
調
査
結
果
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
現
地
及
び

現
物
調
査
を
延
期
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
四
年
六
月
十
九

日
、
甲
賀
流
忍
者
調
査
団
団
長
で
あ
り
国
際
日
本
文
化
研
究
セ

ン
タ
ー
教
授
の
磯
田
道
史
氏
、
三
重
大
学
国
際
忍
者
研
究
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
の
山
田
雄
司
氏
、
甲
賀
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
福
島
嵩
仁
氏
と
市
歴
史
文
化
財
課
職
員
に
て
、
葛
木
区

の
協
力
を
得
な
が
ら
現
地
に
て
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

▼
こ
の
『
間
林
清
陽
』
は
、
写
本
記
載
の
内
容
お
よ
び
筆
跡
等

か
ら
江
戸
中
期
の
延
享
五
年
（
一
七
四
八
年
）
に
作
成
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

▼
『
万
川
集
海
』
の
成
立
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
年
）
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
回
見
つ
か
っ
た
『
間
林
清
陽
』
は
約
七
十
年

後
に
書
か
れ
た
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

▼
題
目
に
は
「
軍
法
間
林
清
陽
巻
中
」
と
あ
り
、
こ
れ
以
外
に

も
上
下
巻
が
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

▼
『
間
林
清
陽
』
に
は
約
五
十
条
に
わ
た
る
「
忍
術
」
が
記
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
身
に
つ
い
て
は
極
め
て
実
戦
的
な
忍
術

も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。

▼
『
間
林
清
陽
』
は
個
人
所
蔵
で
写
本
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ

て
き
た
が
、
実
物
や
内
容
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
公
開

も
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
甲
賀
の
地
か
ら
発
見
さ
れ
、

か
つ
内
容
が
わ
か
っ
た
こ
と
は
貴
重
な
発
見
で
あ
る
。

【
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
】

　
『
間
林
清
陽
』
に
つ
い
て
は
葛
木
区
に
協
力
を
依
頼
し
、
複

製
品
を
作
成
し
、
九
月
か
ら
甲
賀
流
リ
ア
ル
忍
者
館
に
展
示
を

行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
、市
に
お
い
て
『
間
林
清
陽
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
忍

器
」
や
「
忍
具
」
の
再
現
を
実
施
し
、
甲
賀
流
リ
ア
ル
忍
者
館

で
の
展
示
な
ど
、
様
々
な
活
用
や
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

●
甲
賀
市
だ
よ
り

●
甲
賀
市
だ
よ
り

「
忍
者
に
関
す
る

「
忍
者
に
関
す
る
幻幻

ま
ぼ
ろ
し

ま
ぼ
ろ
しの

資
料
発
見

の
資
料
発
見
!!!!
」」

見つかった『間林清陽』の表紙

内容には、「犬に吠えさせないようにする術」
など約50箇条書かれています。
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「甲賀通り」現在の御茶ノ水駅近くにある通りであるが、
江戸時代には、この地域に甲賀出身者が多く住んでいた
といわれている。

私
は
、
滋
賀
県
の
南
に
位
置
し
ま
す

甲
賀
郡
甲
賀
町
（
現
在
の
甲
賀
市
甲
賀

町
）で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
甲
賀
町
は
、

鈴
鹿
山
脈
を
背
に
し
た
自
然
豊
か
な
と

こ
ろ
で
す
。
こ
の
地
域
は
、
甲
賀
忍
者

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
の
舞
台
に
も
度
々
登
場
し
、
そ

の
中
で
築
か
れ
た
文
化
遺
産
等
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
風
土
豊
か
な
地
域
で
育
っ
た
私
が
、
海
外
に
憧
れ
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
滋
賀
県
と
姉
妹
提
携
し
て
い
る
米

国
ミ
シ
ガ
ン
州
と
の
友
好
関
係
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
中
学
生

の
時
に
、
ミ
シ
ガ
ン
州
か
ら
使
節
団
の
訪
問
が
あ
り
、
私
の
家

に
も
使
節
団
の
方
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
来
ら
れ
た
の
で
す
。
そ

の
交
流
を
通
じ
て
、
い
つ
か
自
分
も
海
外
に
行
っ
て
み
た
い
、

将
来
は
海
外
と
関
わ
り
の
あ
る
仕
事
に
つ
い
て
み
た
い
と
、
強

く
憧
れ
ま
し
た
。

そ
の
思
い
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
国
際
弁
護
士
を
目
指
し
、

猛
勉
強
の
末
、
司
法
試
験
に
も
合
格
し
、
東
京
の
法
律
事
務
所

で
弁
護
士
と
し
て
の
第
一
歩
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

米
国
で
も
弁
護
士
資
格
を
取
得
し
、
英
国
へ
の
留
学
を
含
め
、

国
際
弁
護
士
と
し
て
、
気
づ
け
ば
二
十
年
以
上
、
日
本
と
そ
の

国
際
関
係
の
発
展
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
弁
護
士
に
な
っ
て
か
ら
は
、
滋
賀
と
の
出
会
い
も
な
い
ま

ま
あ
っ
と
い
う
間
に
日
常
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
自
分
に
、
再
び
滋
賀
と
向
き
合
う
機
会
が
訪
れ
た
の
は
、

二
〇
〇
四
年
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、
海
外
研
修
の
た
め
、
米

東
京
滋
賀
県
人
会
と
私

国
の
法
律
事
務
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
際
に
、
偶
然
、
シ
ア
ト

ル
近
江
ク
ラ
ブ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
、
集
ま
り
に
参
加
し
た

の
で
す
。
そ
の
集
ま
り
で
は
、
現
地
で
生
活
を
し
て
お
ら
れ
る

滋
賀
県
ゆ
か
り
の
方
々
が
お
互
い
を
気
遣
い
あ
う
温
か
い
交
流

が
あ
り
、
そ
の
参
加
の
経
験
は
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
異

国
の
地
で
、
突
然
出
合
っ
た
滋
賀
と
の
つ
な
が
り
に
、
勇
気
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
時
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
こ
の

よ
う
な
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
た
い
、
こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り

を
発
展
さ
せ
、
海
外
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
次
の
世
代

の
方
々
の
頼
り
に
も
な
る
よ
う
な
つ
な
が
り
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
思
い
か
ら
、
日
本
に
帰
国
し
た
際
に
、
東
京
滋

賀
県
人
会
の
事
務
局
に
ご
連
絡
を
取
り
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
と
い
う
経
緯
で
す
。

東
京
滋
賀
県
人
会
は
、
諸
先
輩
方
や
、
会
長
は
じ
め
役
員
、

関
係
者
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
近
年
、
大
き
く
発
展
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
活
動
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
私
が

東
京
滋
賀
県
人
会
を
特
に
魅
力
的
と
思
う
の
は
、
以
下
の
よ
う

な
点
で
す
。

ま
ず
、
参
加
さ
れ
て
い
る
方
々
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
が
多
種

多
様
で
、世
代
も
多
様
で
す
。
出
身
地
を
と
っ
て
み
て
も
、様
々

な
地
域
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
に
と
り
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
馴
染
み
の
な
か
っ
た
湖
東
、
湖
北
や
湖
西
の
ご
出
身
の
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
そ
れ
ら
の
地
域
の
こ
と
を
と
て
も
身
近
に

感
じ
、滋
賀
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
滋
賀
県
人
会
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
り
、
情
報
発
信
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
日
常
の
中
で
、
滋
賀
の
情
報
へ
の
感
度
が
高
く
な

り
、
滋
賀
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
の
出
身
地

で
あ
る
甲
賀
忍
者
の
イ
ベ
ン
ト
が
東
京
で
開
か
れ
た
際
に
、
東

京
滋
賀
県
人
会
の
方
々
と
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の

も
忘
れ
が
た
い
経
験
で
す
。

さ
ら
に
、
滋
賀
と
い
う
つ
な
が
り
の
中
で
、
友
人
の
輪
が
広

が
る
こ
と
も
人
生
の
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。
東
京
滋
賀
県
人
会

で
は
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
企
画
も
多
く
あ
り
、
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
の
よ
う
な
滋
賀
出
身
の
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
の
お
話
を
聞
く
企
画
も
あ
り
ま
す
。
誰
で
も
自
分
の
関
心
の

あ
る
接
点
か
ら
、
興
味
の
向
く
活
動
に
気
軽
に
参
加
し
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
東
京
滋
賀
県
人
会
で
す
が
、
今
後
も
発
展
し
、

次
の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
い
け
れ
ば
素
晴
ら
し
い
と
思

い
ま
す
。
滋
賀
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
が
、
世
界
の
ど
こ
に
い
て

も
、
滋
賀
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
基
盤
に
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
、
私
も
楽
し
み
な
が
ら
、
今
後
も
、

滋
賀
県
人
会
の
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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天皇陛下によるオンラインでの記念植樹

鹿
深
夢
の
森
に
て
記
念
植
樹

鹿深夢の森メイン会場

二
〇
二
二
年
六
月
五
日
、
滋

賀
県
に
て
第
七
十
二
回
全
国
植

樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
で
の
開
催
は
四
十
七

年
ぶ
り
で
、
前
回
は
一
九
七
五

（
昭
和
五
〇
）
年
に
現
在
の
栗
東
市
金
勝
山
県
民
の
森

で
行
わ
れ
た
第
二
十
六
回
植
樹
祭
で
し
た
。
当
時
小
学

生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
私
は
土
山
町
の
頓
宮
大
茶
園
を

ご
視
察
に
な
っ
た
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
沿
道
で
日

の
丸
を
振
っ
て
歓
迎
し
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
メ
イ
ン
会
場
は
甲
賀
市
の
「
鹿
深
夢
の
森
」。

鹿か

深ふ
か

と
い
う
名
称
は
甲
賀
の
古
い
名
称
で
、
飛
鳥
時
代

に
鹿か
ふ
か
の
お
み

深
臣
と
い
う
豪
族
が
こ
の
地
の
文
化
を
開
い
た
こ

と
に
始
ま
り
、
カ
フ
カ
が
な
ま
っ
て
コ
ウ
カ
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
に
は
甲
賀
杣そ
ま

、
甲
賀

山
作
所
と
呼
ば
れ
る
林
業
集
団
が
東
大
寺
や
石
山
寺
の

用
材
を
伐
り
だ
し
た
歴
史
的
木
材
ル
ー
ツ
の
あ
る
こ
の

地
で
全
国
植
樹
祭
が
行
わ
れ
る
事
を
、
地
元
住
民
と
し

て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

私
の
自
宅
か
ら
見
え
る
よ
う
な
地
元
で
開
催
さ
れ
る

全
国
植
樹
祭
な
ん
て
一
生
に
一
度
の
事
な
の
で
応
募

し
、
一
般
招
待
者
と
し
て
参
加
で
き
ま
し
た
。

甲
南
町
の
集
合
場
所
で
大
型
観
光
バ
ス
に
乗
車
、
鹿

深
夢
の
森
へ
出
発
で
す
。

到
着
後
、
記
念
植
樹
を
行
い
、
会
場
に
入
場
。
お
も

て
な
し
広
場
で
は
「
忍
者
シ
ョ
ー
」
や
「
す
い
り
ょ
う

節
」、
伝
統
芸
能
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
特
産
品
な
ど
の
販
売
も
さ
れ
、
滋

賀
の
ア
ピ
ー
ル
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
に
滋
賀
の
食
材
や
名
産
品
が
使
わ
れ
た
「
近
江

の
恵
お
も
て
な
し
弁
当
」
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
お
茶

は
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
紙
製
容
器
の
近
江
の
茶
カ
ー
ト

カ
ン
で
す
。
と
て
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
は
岩
永
市
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
ま
し
た
。
岩
永

市
長
は
森
林
、
び
わ
湖
、
人
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
題
し
、

昔
の
森
林
や
び
わ
湖
、
人
の
暮
ら
し
が
便
利
に
な
っ
た

事
に
よ
り
環
境
が
変
わ
り
赤
潮
が
発
生
し
た
り
外
来
魚

が
繁
殖
し
た
こ
と
、
そ
し
て
保
全
活
動
を
通
じ
て
蘇
っ

て
い
く
森
林
と
び
わ
湖
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
天
皇
陛
下
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
参
加
者
全

員
で
日
の
丸
を
振
っ
て
お
迎
え
し
、
記
念
植
樹
が
始
ま

り
ま
す
。
天
皇
陛
下
の
お
言
葉

を
い
た
だ
い
た
の
ち
に
天
皇

皇
后
両
陛
下
が
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ト
チ
ノ
キ
、
イ
ロ
ハ

モ
ミ
ジ
な
ど
を
お
手
植
え
さ
れ
、ク
ロ
マ
ツ
、ホ
ン
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
な
ど
を
お
手
播
き
さ
れ
ま
し
た
。
三
日
月
滋
賀

県
知
事
な
ど
代
表
者
記
念
植
樹
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
西
川
貴
教
さ
ん
、
安
蘭
け
い
さ
ん
の
進
行
に

よ
り
、
し
ず
く
か
ら
始
ま
る
、
び
わ
湖
水
源
の
森
林
つ

く
り
へ
の
誓
い
に
続
き
リ
レ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
次
回
開
催
地
の
岩
手
県
へ
と
引
き
継
が
れ
岩
手
県

知
事
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
ご
退
席
の
後
、

地
元
の
甲
賀
忍
玉
太
鼓
団
、
彩
風
舞
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
、
式
典
は
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
ま
し
た
。

「
木
を
植
え
よ
う
、
琵
琶
湖
も
緑
の
し
ず
く
か
ら
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
第
七
十
二
回
全
国
植
樹
祭
し

が
二
〇
二
二
。
森
、
川
、
里
、
そ
し
て
湖
、
当
た
り
前

に
あ
る
私
た
ち
の
周
辺
の
環
境
も
自
然
の
光
景
も
全
て

は
人
が
関
わ
る
も
の
。
山
か
ら
の
水
が
び
わ
湖
の
生
態

系
に
も
大
き
く
影
響
し
、
山
か
ら
湖
ま
で
全
て
が
繋

が
っ
て
い
る
事
も
知
り
ま
し
た
。
全
て
が
ご
縁
で
繋

が
っ
て
い
る
人
と
同
じ
く
、
自
然
も
含
め
全
て
が
繋

が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
営
む
稲
作
に
は
水
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
水
の
源
は
森
林
の
雫
で
あ
り
、
山
が
保
水
し
て

く
れ
て
い
る
事
に
あ
り
ま
す
。

森
か
ら
溢
れ
る
雫
が
集
ま
り
山
が
保
水
し
て
湧
き
出

し
、
川
と
な
り
田
ん
ぼ
に
流
れ
て
き
ま
す
。

生
命
に
不
可
欠
な
水
は
森
が
原
点
で
あ
り
、
自
然
環

境
を
守
り
保
全
し
て
い
く
事
が
農
業
に
携
わ
る
私
達
の

使
命
で
も
あ
る
事
を
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
祭
開
催
に
あ
た
り
ご
尽
力
さ
れ
た
関
係
者

の
皆
様
の
お
も
て
な
し
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

一
生
で
一
度
の
素
晴
ら
し
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森と湖、人の繋がりを守るために
～第七十二回全国植樹祭参加報告～

東京滋賀県人会 理事　藤 田 　 進



カメラで巡る近江鉄道の旅カメラで巡る近江鉄道の旅

森岡　進一（近江八幡市出身）

　｢ガチャコン｣　｢ガチャコン｣にに乗乗ってって
　　　　沿線　　　　沿線のの魅力魅力にに触触れるれる旅旅

・
米
原
駅
：
関
西
の
私
鉄
と
し
て
は
珍
し
く
新
幹
線
に
接
続
し
て
い

ま
す
。
駅
東
口
側
に
北
国
街
道
米
原
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
10
月
上
旬

に
は
湯
谷
神
社
の｢
米
原
曳
山
祭｣

が
行
わ
れ
、
屋
台
で
行
わ
れ

る｢

子
ど
も
狂
言｣

は
見
も
の
で
す
。
米
原
駅
名
物
駅
弁
・
井
筒
屋 

「
湖
北
の
お
は
な
し｣

｢

近
江
牛
大
入
飯
」
等
い
か
が
で
す
か
。

滋
賀
県
東
部
地
域
で
３
路
線
、
営
業
距
離
59
・
５
㎞

で
、
総
駅
数
33
駅
（
う
ち
完
全
無
人
駅
は
19
駅
）
の

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
で
す
。
２
０
２
１
年
度
の
事
業
用
車
両

数
は
19
編
成
31
両
で
す
。
輸
送
人
員
は
１
９
６
７
（
昭

和
42
）
年
度
の
１
１
２
６
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
２
０
２
０
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
約

３
６
９
万
人
に
落
ち
込
ん
だ
よ
う
で
す
。
通
勤
通
学
の

利
用
者
が
全
乗
客
数
の
３
分
の
２
を
占
め
地
域
の
生
活

を
支
え
る
交
通
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
営
業
損

益
は
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
に
赤
字
に
陥
り
、
以

降
連
続
赤
字
で
す
。滋
賀
県
と
沿
線
10
市
町
自
治
体
は
、

２
０
２
０
年
３
月
に
上
下
分
離
方
式
で
近
江
鉄
道
全
線

の
存
続
を
決
定
。
２
０
２
４
年
か
ら
、
地
域
の
自
治
体

が
施
設
を
保
有
し
、
近
江
鉄
道
は
列
車
運
行
に
専
念
す

る
、
公
有
民
営
方
式
に
よ
る
上
下
分
離
の
経
営
体
制
に

移
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
方
式
は
三
陸
鉄
道
や
若
桜
鉄
道

が
採
用
し
て
い
ま
す
。

近江鉄道路線図

土山宿
御代参街道分岐

モハ900形　あかね号塗装 モハ800形　赤電 愛知川宿・御代参街道分岐

近 

江 
鉄 
道

彦
根
・
多
賀
大
社
線
路
線
愛
称
区
間
：
米
原
～
フ
ジ
テ
ッ
ク
前
～
鳥
居
本
～

彦
根
～
ひ
こ
ね
芹
川
～
彦
根
口
～
高
宮
～
ス
ク
リ
ー
ン

～
多
賀
大
社
前
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『
お
伊
勢
参
ら
ば　

お
多
賀
へ
お
い
や
れ　

お
伊
勢
お
多
賀
の
子
で
ご
ざ

る
』
と
謡
わ
れ
、
東
海
道
土
山
宿
か
ら
中
山
道
愛
知
川
宿
に
近
い
小
幡
を
結

ぶ
こ
の
道
は
、
江
戸
時
代
京
都
か
ら
伊
勢
へ
参
拝
し
、
そ
の
後
、
多
賀
大
社

へ
の
参
詣
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
御ご

代だ
い

参さ
ん

街か
い

道ど
う

と
呼
ば
れ
た
脇
街
道
の
一

つ
で
す
。
１
６
４
０
（
寛
永
17
）
年
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
乳
母
の
春
日

局
が
伊
勢
神
宮
か
ら
多
賀
大
社
へ
参
拝
す
る
際
に
、
整
備
さ
れ
た
と
伝
わ
り

ま
す
。
朝
廷
も
同
様
に
二
つ
の
社
を
参
拝
す
る
慣
習
が
有
り
代
参
す
る
人
々

が
こ
の
街
道
を
往
来
し
た
こ
と
か
ら
、
い
つ
し
か
御
代
参
街
道
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
伊
勢
参
り
ブ
ー
ム
の
中
で
、
北
国
と
伊

勢
を
結
ぶ
経
路
と
し
て
多
く
の
旅
人
に
利
用
さ
れ
た
こ
の
街
道
は
、
東
海
道

と
中
山
道
を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
近
江
八
幡
か
ら
八
日
市
を
経
由
し
て
八
風

峠
を
越
え
て
三
重
県
に
至
る
八
風
街
道
と
も
交
差
し
て
い
ま
す
。
複
数
の
街

道
が
絡
み
合
う
絶
好
の
環
境
こ
そ
が
交
易
を
発
展
さ
せ
、
こ
の
地
区
に
多
数

の
近
江
商
人
を
輩
出
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

近
江
鉄
道
は
、
開
設
か
ら
１
２
６
年
に
な
り
ま
す
。
旧
彦
根
藩
士
ら
の
呼

び
か
け
で
近
江
商
人
の
資
金
を
活
用
し
１
８
９
６(

明
治
29)

年
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
明
治
時
代
に
設
立
し
て
当
時
の
社
名
の
ま
ま
今
日
迄
存
続
し
て
い
る

私
設
鉄
道
は
、近
江
鉄
道
と
東
武
鉄
道
、島
原
鉄
道
だ
け
で
す
。１
９
４
３（
昭

和
18
）
年
箱
根
土
地
（
当
時
）
に
買
収
さ
れ
、
現
在
の
西
武
グ
ル
ー
プ
と
な

り
ま
す
。
翌
年
、
近
江
八
幡
～
御
園
（
旧
飛
行
場
）
間
の
路
線
を
持
つ
八
日

市
鉄
道
を
合
併
し
ま
す
。（
近
江
八
幡
～
新
八
日
市
間
は
湖
南
鉄
道
か
ら
承

継
、
新
八
日
市
～
御
園
間
は
１
９
６
４
年
廃
止
）
翌
々
年
、
八
日
市
～
新
八

日
市
間
を
開
業
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
橋
か
ら
蒸
気
機
関
車
が
走
っ
て
１
５
０
年
で
も
あ
り
ま
す
。

東
海
道
・
御
代
参
街
道
・
中
山
道
・
北
国
街
道
を
繋
ぐ
よ
う
に
走
る
近
江
鉄

道
に
乗
り
、
カ
メ
ラ
と
一
緒
に
東
近
江
を
巡
る
旅
に
出
か
け
ま
し
た
。

近
江
鉄
道
沿
線
ガ
イ
ド



し
て
多
く
使
用
さ
れ
、
江
戸
時
代
の
店｢

布
惣｣

を
改
装
し
た

建
物
は
、
宿
駅｢

座
・
楽
庵｣

に
な
っ
て
い
ま
す
。

・
多
賀
大
社
前
駅
：｢

お
多
賀
さ
ん｣

の
名
で
親
し
ま
れ
る

「
多
賀
大
社｣

は
、
古
事
記
に
よ
る
と
『
祀
ら
れ
て
お
ら
れ
る

伊い
ざ
な
ぎ
の
お
お
か
み

邪
那
岐
大
神
と
伊い

ざ
な
み
の
お
お
か
み

邪
那
美
大
神
の
二
柱
の
大
神
は
、
神
代
の

昔
に
初
め
て
夫
婦
の
道
を
始
め
ら
れ
、
日
本
の
国
土
、
続
い
て

天
照
大
神
を
は
じ
め
と
す
る
八
百
万
の
神
々
を
お
生
み
に
な
ら

れ
ま
し
た
』
生い
の
ち命

の
親
神
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
古
く｢

延
命

長
寿
・
縁
結
び
・
厄
除
け｣

の
神
様
と
し
て
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。

鎌
倉
～
江
戸
時
代
に
か
け
て
は
、
武
家
や
民
衆
に
も
信
仰
が
広

ま
り
、
武
田
信
玄
や
豊
臣
秀
吉
が
信
仰
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ

ま
す
。
秀
吉
奉
納
の
太
閤
橋
や
奥
書
院
の
春
の
枝
垂
桜
・
秋
の

紅
葉
等
も
見
事
で
、
年
間
入
込
客
数

約
１
７
８
万
人
を
迎
え
ま
す
。
お
土

産
に
参
道
で
売
ら
れ
る
日
本
一
繊
細

な
お
菓
子｢

糸
切
餅｣

は
、
柔
ら
か

く
滑
ら
か
な
食
感
が
た
ま
り
ま
せ

ん
。
御
代
参
街
道
に
沿
っ
て
敷
設
さ

れ
た
近
江
鉄
道
の
ル
ー
ツ
を
辿
り
な

が
ら
の
お
多
賀

さ
ん
参
り
は
双

六
の
上
り
の
様

な
満
足
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

ひこにゃん

多賀大社前駅

米原駅

彦根駅車庫

鳥居本駅

彦根城

有川家

多賀大社本殿

・
鳥
居
本
駅
：
駅
舎
は
、
近
畿
の
駅
百
選
に
認
定
さ
れ
た
登
録

有
形
文
化
財
で
す
。
２
０
０
７
年
に
は
彦
根
城
四
百
年
祭
の
イ

ベ
ン
ト
で
１
８
４
時
間
に
も
及
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
が
駅
舎
で
行
わ

れ
世
界
最
長
記
録
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
国
道
８
号
線
を
越
え
た
旧
道
に
中
山
道
鳥
居
本
宿
が
あ
り

ま
し
た
。
多
賀
大
社
の
神
の
教
え
に
よ
り
作
ら
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る｢

赤
玉
神
教
丸｣
の｢
有
川
家｣

は
、
築
２
６
０
年
以
上

の
大
店
舗
の
建
物
で
国
の
重
要
文
化
財
で
す
。

・
彦
根
駅
：
東
口
の
近
江
鉄
道
ビ
ル
に
は
本
社
が
、
構
内
に
は

車
庫
が
あ
り
、
地
方
私
鉄
と
し
て
は
珍
し
く
車
両
の
大
規
模
な

改
造
も
手
が
け
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
と
も
線
路
は
繋
が
り
ま

す
。
２
０
１
９
年
観
光
入
込
客
数
（
以
下
、
年
間
入
込
客
数
）

約
77
万
人
を
迎
え
る｢

彦
根
城｣

は
２
０
２
４
年
の
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
高
低
差
50
ｍ
・
段
数
約
１
４
０
段

の
石
段
を
登
り
、｢

ひ
こ
に
ゃ
ん｣

に
会
い
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

｢

夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド｣

に
は
江
戸
時
代
の
町
並
み
が

再
現
さ
れ
、
土
産
物
店
・
食
事
処
甘
味
処
等
が
軒
を
並
べ
て
い

ま
す
。
彦
根
市
河
原
町
芹
町
地
区
の
町
並
み
は
、
国
の
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
以
下
、
重
伝
建
）
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。彦
根
港
か
ら
は｢

び
わ
こ
観
光
船
オ
ー
ミ
マ
リ
ン｣

が
、

｢

竹
生
島｣

｢

多
景
島｣

に
定
期
船
を
運
航
し
て
い
ま
す
。

・
高
宮
駅
：
多
賀
大
社
前
駅
へ
の
乗
換
駅
で
す
。
中
山
道
高
宮

宿
が
あ
り
ま
し
た
。
宿
の
中
央
に
寛
永
年
間
に
建
て
ら
れ
た
高

さ
８
・
２
ｍ
の
多
賀
大
社
一
の
鳥
居
と
常
夜
燈
や
道
標
が
あ
り

ま
す
。
麻
布
の｢

高
宮
上
布｣

は
、
細
く
て
美
し
く
献
上
品
と

・
尼
子
駅
：｢

在
士
高
虎
公
園｣

は
、
藤
堂
村
出
身
の
藤
堂
高

虎
所
縁
の
地
に
造
ら
れ
た
公
園
で
、
高
虎
の
騎
馬
像
や
大
坂
城

築
城
の
際
の
残
念
石
や
駒
止
石
が
あ
り
ま
す
。車
で
８
分
の「
道

の
駅
せ
せ
ら
ぎ
の
里
こ
う
ら｣

は
年
間
入
込
客
数
約
42
万
人
を

迎
え
ま
す
。

・
豊
郷
駅
：「
伊
藤
忠
兵
衛
記
念
館
」
は
大
手
商
社
の
伊
藤
忠
・

丸
紅
の
創
始
者
初
代
伊
藤
忠
兵
衛
の
本
家
を
開
放
し
た
も
の
で

す
。｢

豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群｣

は
丸
紅
商
店
の
専
務
で
あ
っ

た
古
川
鉄
治
郎
よ
り
１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年
に
寄
贈
さ
れ
、

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
の
校
舎
は
東
洋
一
の
小
学
校･

白
亜
の
教
育

殿
堂
と
し
て
名
を
馳
せ
ま
し
た
。
ア
ニ
メ｢

け
い
お
ん
！｣

の

校
舎
の
モ
デ
ル
と
し
て
聖
地
巡
礼
に
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

・
愛
知
川
駅
：
中
山
道
愛
知
川
宿
が
あ
り
ま
し
た
。｢

ま
ち
か

ど
博
物
館｣

、
大
正
時
代
の
レ
ト
ロ
な
建
物
の｢

近
江
上
布
伝

統
産
業
会
館｣

、
謎
に
包
ま
れ
た
び
ん
細
工
の｢

愛
知
川
び
ん

て
ま
り
館｣

や
、
き
ん
か
ん
大
福

で
有
名
な｢

老
舗
し
ろ
平｣

等
、

見
所
一
杯
で
す
。
近
く
を
流
れ
る

愛
知
川
に
は
イ
ギ

リ
ス
の
橋
梁
技
術

で
造
ら
れ
た
、
明

治
末
期
建
設
の
鉄

道
用
ト
ラ
ス
橋
梁

と
し
て
滋
賀
県
下

で
唯
一
現
存
す
る 

「
愛
知
川
橋
梁｣

が

湖
東
近
江
路
線
路
線
愛
称
区
間
：
高
宮
～
尼
子
～
豊
郷
～
愛
知
川
～

五
箇
荘
～
河
辺
の
森
～
八
日
市

伊藤忠兵衛記念館

豊郷小学校旧校舎群愛知川橋梁

▶︎
豊
郷
駅
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あ
り
登
録
有
形
文
化
財
で
す
。

・
五
箇
荘
駅
：
五
個
荘
金
堂
の
町
並
み
は
、
重
伝
建
に
指
定
さ

れ
る
近
江
商
人
発
祥
地
の
一
つ
で
、五
個
荘
商
人
の
町
と
し
て
、

昔
懐
か
し
い
町
並
み
に
レ
ト
ロ
な
商
人
屋
敷
や
蔵
が
立
ち
並
び

ま
す
。
近
江
商
人
を
描
い
た
小
説
家
の
外
村
繁
邸
・
百
貨
店
王

の
中
江
準
五
郎
邸
・｢
ス
キ
ー
毛
糸｣

の
藤
井
彦
四
郎
邸
・
外

村
宗
兵
衛
や
中
江
富
十
郎
が
過
ご
し
た
邸
宅
や｢

金
堂
ま
ち
な

み
保
存
交
流
館｣

等
、
近
江
商
人
の
暮
ら
し
や
ル
ー
ツ
を
探
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

・
八
日
市
駅
：
東
近
江
市
は
、
鈴
鹿
の
山
か
ら
琵
琶
湖
迄
続
く

広
い
市
で
、
木
地
師
や
ガ
リ
版
が
生
ま
れ
た
自
然
と
歴
史
が
多

く
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
駅
舎
２
階
に
近
江
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

が
あ
り
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
駅
長｢

が
ち
ゃ
こ
ん｣

に

会
え
る
か
も
。｢

世
界
凧
博
物
館
東
近
江
大
凧
会
館｣
は
、
日
本

一
の
大
き
さ
を
誇
る
百
畳
敷
大
凧
の
実
物
展
示
や
、
世
界
の
凧

約
６
０
０
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ス
20
分
の｢

道
の
駅

あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン｣

に
は
年
間
入
込
客

数
約
78
万
人
を
迎
え
ま
す
。
聖
徳
太
子
が
創
建
し
た
と
さ
れ
る

湖
東
三
山
の
一
つ
国
指
定
史
跡
の
県
内
最
古
の
寺
院｢

百
済
寺
」

が
あ
り
ま
す
。
更
に
八
風
街
道
を
車
で
行
く
と
、
紅
葉
の
名
所

｢

永
源
寺｣

、
濁
り
ワ
イ
ン
で
人
気
の｢

ヒ
ト
ミ
ワ
イ
ナ
リ
ー
」、

牧
場
直
営
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ｢

池
田
牧
場｣

が

あ
り
ま
す
。

・
新
八
日
市
駅
：
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
建
設
さ
れ
た
和

洋
折
衷
の
木
造
２
階
建
駅
舎
は
、
か
つ
て
湖
南
鉄
道
本
社
が
入

り
、
湖
東
内
陸
部
の
繁
栄
や
飛
行
場
へ
の
往
来
の
賑
わ
い
が
伺

え
ま
す
。
映
画
の
セ
ッ
ト
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
よ
く
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

・
太
郎
坊
宮
前
駅
：
山
岳
信
仰
発
祥
の
地
と
云
わ
れ
る
太
郎
坊

山
（
赤
神
山
）
は
、
聖
徳
太
子
が
神
様
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
と

云
わ
れ
る
霊
山
で
す
。
勝
利
と
幸
福
を
授
け
て
く
れ
る
神
社
が

「
太
郎
坊
宮｣

（
太
郎
坊
・
阿
賀
神
社
）
で
す
。
太
郎
坊
は
こ
の

お
社
を
守
護
す
る
天
狗
の
こ
と
で
、
京
都
の
鞍
馬
山
の
次
郎
坊

は
弟
天
狗
と
云
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
い
階
段
を
行
く
と

二
つ
に
分
か
れ
た
夫
婦
岩
が
あ
り
原
始
信
仰
の
磐い
わ

座く
ら

を
そ
の
ま

ま
伝
え
て
い
ま
す
。
勝
運
の
神
様
と
し
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
選

手
が
参
拝
さ
れ
、
お
守
り
の
手
作
り
体
験
も
出
来
ま
す
。
千
日

祭
や
火
焚
祭
等
に
は
参
拝
客
で
賑
わ
い
、
年
間
入
込
客
数
約

50
万
人
を
迎
え
ま
す
。

・
市
辺
駅
：
船
岡
山
を
囲
む
田
園
地
帯
の
蒲
生
野
は
、
大
津
京

時
代
万
葉
歌
人
の
舞
台
で
し
た
。
大
津
京
に
都
を
移
し
た
天
智

天
皇
と
、
妃
の
額
田
王
、
大
海
人
皇
子
の
三
人
が
揃
っ
た
遊
猟

は
、『
茜
さ
す
紫
野
行
き
標
野
行
き
野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振

る
』（
額
田
王
）『
紫
草
の
に
ほ
へ
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば
人
妻
故

に
わ
れ
恋
ひ
め
や
も
』（
大
海
人
皇
子
）
と
万
葉
集
に
収
め
ら

れ
た
相
聞
歌
の
舞
台
で
す
。｢

万
葉
の
森
船
岡
山
公
園｣

に
は
、

相
聞
歌
の
歌
碑
や
蒲
生
野
で
の
遊
猟
を
描
い
た
巨
大
な
レ
リ
ー

フ
が
あ
り
ま
す
。

・
武
佐
駅
：
中
山
道
武
佐
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
八
風
街
道
は
、

こ
の
武
佐
宿
か
ら
八
日
市
を
抜
け
三
重
県
へ
と
続
き
ま
す
。
中

山
道
が
ま
だ
東
山
道
と
呼
ば
れ
た
鎌
倉
時
代
、
源
親
行
の
東
西

紀
行
の
中
に
『
ゆ
き
暮
れ
ぬ
れ
ば　

む
さ
寺
と
い
う
山
寺
あ
た

り
に
泊
ま
り
ぬ
。
秋
風
、
夜
吹
く
ま
ま
に
身
に
し
み
』
と
あ
り

ま
す
。
参
勤
交
代
の
大
名
行
列
・
皇
女
和
宮
・
朝
鮮
人
使
節
の

一
行
等
が
、
泊
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

・
近
江
八
幡
駅
：
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
と
も
線
路
は
繋
り
ま
す
。
近

江
八
幡
市
は
、
安
土
城
か
ら
織
田
信
長
が
天
下
統
一
を
夢
見
た

地
で
、
豊
臣
秀
吉
の
甥
秀
次
が
築
い
た
八
幡
山
城
の
城
下
町
は

商
い
の
町
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。
風
情
溢
れ
る
昔
な
が
ら
の

町
並
み
が
残
る
商
人
屋
敷
の
新
町
通
り
は
、
重
伝
建
に
指
定
さ

れ
る
近
江
商
人
発
祥
地
の
一
つ
で
す
。八
幡
山
城
の
お
堀
の「
八

幡
堀
」
は
、
年
間
入
込
客
数
約
37
万
人
を
迎
え
ま
す
。
近
江
商

人
の
守
護
と
し
て
篤
く
信
仰
さ
れ
た｢

日
牟
禮
八
幡
宮｣

で
は

国
の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
と
さ
れ
る｢

左
義
長
ま
つ
り｣

と

｢

八
幡
ま
つ
り｣

が
行
わ
れ
、
年
間
入
込
客
数
約
72
万
人
を
迎

え
ま
す
。
近
江
鉄
道
の
八
幡
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
登
る
と
八
幡

山
城
址
か
ら
は
近
江
八
幡
市
内
や
琵
琶
湖
が
望
め
ま
す
。
町
中

八日市駅がちゃこん

モハ800形　近江十景トレイン道の駅あいとうマーガレット
ステーション

五個荘あきんど通り

駅名看板
五箇荘⇨合格しよう

新八日市駅ホーム側新八日市駅

太郎坊宮

万葉の舞台　蒲生野

近江八幡新町通り

陸軍八日市飛行場掩体壕跡

万
葉
あ
か
ね
線
路
線
愛
称
区
間
：
八
日
市
～
新
八
日
市
～
太
郎
坊
宮

前
～
市
辺
～
平
田
～
武
佐
～
近
江
八
幡
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に
は
建
築
家
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
手
掛
け
た

レ
ト
ロ
モ
ダ
ン
な
建
物
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
近
江
八
幡
の
水
郷
は
、
重
要
文
化

的
景
観
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
く

に
は
進
化
し
続
け
る
食
の
総
合
フ
ァ
ー

ム｢

ラ･

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡｣
が
県

内
一
の
年
間
入
込
客
数
約
３
２
３
万
人

を
迎
え
ま
す
。
琵
琶
湖
上
に
は
世
界
で
も
珍
し
い
淡
水
湖
の
有

人
島｢

沖
島｣

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場

の｢

長
命
寺｣

と｢

観
音
正
寺｣

が
あ
り
ま
す
。

＊
お
わ
り
に

　

西
武
鉄
道
沿
線
に
住
む
私
達
夫
婦
に
と
っ
て
近
江
鉄
道
の
旅
は｢

聖
地
巡
礼｣

の
よ

う
で
す
。
沿
線
に
は
美
味
し
い
酒
蔵
も
沢
山
あ
り
、
既
に
何
度
と
な
く
訪
ね
ま
し
た
が
、

今
回
は
違
う
側
面
か
ら
見
た
ら
面
白
い
の
で
は
と
沿
線
を
巡
っ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
予

想
以
上
に
古
い
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
や
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
訪
れ
た
駅
に
さ
え
新
た
な
発
見

が
あ
り
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
鉄
道
が
好
き
な
私
の
望
み
は
、
早
く
て
便
利
で
楽

し
い
鉄
道
で
す
。
Ｊ
Ｒ
線
と
相
互
乗
入
れ
し
Ｊ
Ｒ
車
両
が
近
江
鉄
道
を
走
る
。
Ｓ
Ｌ
や

ト
ロ
ッ
コ
列
車
風
の
ジ
ョ
イ
フ
ル
ト
レ
イ
ン
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」「
が
ち
ゃ
こ
ん
」
が
走
る
。

近
江
鉄
道
の
米
原
～
貴
生
川
と
信
楽
高
原
鐡
道
の
貴
生
川
～
信
楽
を
繋
ぎ
、
信
楽
～
京

田
辺
（
京
都
府
南
部
）
の
約
30
㎞
に
新
線
を
建
設
、
京
田
辺
で
Ｊ
Ｒ
片
町
線
（
木
津
～

京
橋
）
に
接
続
す
る
（
仮
称
）
び
わ
こ
京
阪
奈
線
構
想
の
実
現
で
湖
東
線
と
な
り
、
人
々

が
や
っ
て
く
る
こ
と
が
夢
で
す
。
日
本
の
公
共
交
通
の
予
算
は
十
分
と
い
え
ま
せ
ん
。
交

通
税
導
入
検
討
、
公
共
交
通
を
守
る
為
に
は
地
域
の
熱
意
と
デ
ー
タ
に
基
づ
く
冷
静
な

判
断
が
必
要
で
す
。
ま
ず
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
大
切
な
有
形
無

形
の
文
化
財
と
琵
琶
湖
と
近
江
鉄
道
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

（
参
考
資
料
）

・
河
出
書
房
新
社:

各
駅
停
車
全
国
歴
史
散
歩
滋
賀
県　

京
都
新
聞
滋
賀
本
社
編
・
草
思
社:

全
国

鉄
道
事
情
大
研
究
京
都
滋
賀
編
・
実
業
之
日
本
社:

ぶ
ら
り
に
っ
ぽ
ん
鉄
道
の
旅
西
日
本
編
・
滋
賀

県
Ｈ
Ｐ
・
滋
賀
県
近
江
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
計
画
原
案
・
近
江
鉄
道
Ｈ
Ｐ
・
近
江
鉄
道
令
和

２
年
度
鉄
道
車
両
の
移
動
等
円
滑
化
の
達
成
状
況

・
日
野
駅
：
日
野
町
は
、
近
江
商
人
発
祥
地
の
一
つ
で
日
野
商

人
の
町
と
し
て
今
も
城
下
町
の
名
残
を
感
じ
る
美
し
い
町
並
み

が
残
り
ま
す
。
近
江
の
名
山
綿
向
山
や
、
群
生
が
珍
し
い
県
花

で
国
の
天
然
記
念
物
の｢

鎌か
い

掛が
け

谷だ
に

ホ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落｣

が

あ
り
、
戦
国
武
将
蒲
生
氏
郷
の
故
郷
で
す
。
バ
ス
10
分
の
馬
見

岡
綿
向
神
社
で
は
毎
年
５
月
に
華
麗
な｢

日
野
曳
山
祭｣

が
行

わ
れ
ま
す
。
近
く
に
は｢

近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館｣

（
旧

山
中
正
吉
邸
）
や｢

近
江
日
野
商
人
館｣

が
あ
り
ま
す
。
秋
は

日
野
菜
漬
の
最
盛
期
で
す
。

・
水
口
駅
：
１
５
８
５
（
天
正
13
）
年
豊
臣
秀
吉
が
家
臣
の
中

村
一
氏
に
命
じ
大
岡
山
（
古
城
山
）
に
水
口
岡
山
城
を
築
城
さ

せ
ま
し
た
。
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
城
跡
は｢

水
口
岡
山
城

跡
」
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

八幡堀

ラ・コリーナ近江八幡

近江八幡水郷

水口城隅櫓 日野駅

貴生川駅

モハ100形　貴生川駅ホーム

モハ800形

三筋の辻 日野曳山祭水口曳山祭

・
水
口
石
橋
駅
：
東
海
道
水
口
宿
が
あ
り
ま
し
た
。
踏
切
近
く

の
三
筋
の
辻
に｢

か
ら
く
り
時
計｣

が
あ
り
、
真
ん
中
の
道
が

東
海
道
で
、
１
㎞
進
む
と
三
筋
の
道
は
高
札
場
で
一
緒
に
な
り

ま
す
。
広
重
の
浮
世
絵
東
海
道
五
十
三
次
に
描
か
れ
た｢

水
口

干
瓢｣

は
、
真
夏
の
最
盛
期
に
は
10
㎏
程
の
大
玉
と
な
り
、
昔

な
が
ら
の
製
法
で
作
ら
れ
る
甘
く
て
柔
ら
か
い
干
瓢
で
す
。

・
水
口
城
南
駅
：
水
口
城
は
、
１
６
３
４
（
寛
永
11
）
年
の
築

城
で
二
条
城
の
作
事
と
並
行
し
小
堀
遠
州
が
監
督
し
た
と
云
わ

れ
ま
す
。
天
守
が
置
か
れ
な
い
本
丸
と
二
の
丸
か
ら
な
る
京
の

二
条
城
と
同
じ
構
造
で
、
水
口
御
茶
屋
と
云
わ
れ
将
軍
の
宿
泊

所
で
し
た
。
現
在
は
、二
重
の
隅
櫓
が
復
元
さ
れ
て
内
部
は「
水

口
城
資
料
館｣

に
な
っ
て
い
ま
す
。
水
口
神
社
で
は
毎
年
４
月

に
水
口
囃
子
の｢

水
口
曳
山
祭｣

が
行
わ
れ
ま
す
。

・
貴
生
川
駅
：
Ｊ
Ｒ
草
津
線
と
信
楽
高
原
鐡
道
と
の
接
続
駅
。

列
車
を
待
っ
て
い
る

と
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
子
供
達
が
現

れ
反
対
側
に
消
え
去

り
ま
し
た
。
貴
生
川

駅
駅
舎
内
が
学
童
の

通
学
路
に
な
っ
て
い

ま
す
。

水
口
・
蒲
生
野
線
路
線
愛
称
区
間
：
八
日
市
～
長
谷
野
～
大
学
前
～
京

セ
ラ
前
～
桜
川
～
朝
日
大
塚
～
朝
日
野
～
日
野
～
水

口
松
尾
～
水
口
～
水
口
石
橋
～
水
口
城
南
～
貴
生
川
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竹島�充修�蔵元

笑四季酒造�酒蔵全景

笑四季酒造の看板商品
「センセーション（黒）」

東
海
道
水
口
宿
に
位
置
す
る
甲
賀
市
水
口
町
で
一
八
九
二
年
か

ら
銘
酒
「
笑
四
季
」
を
醸
し
て
お
り
ま
す
、
笑
四
季
酒
造
五
代
目
蔵

元
の
竹
島
充
修
で
す
。
二
〇
〇
八
年
、
結
婚
を
機
に
蔵
に
入
り
、
今

で
は
醸
造
か
ら
販
売
、
経
営
す
べ
て
の
責
務
を
負
う
蔵
元
杜
氏
と
し

て
、
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け
る
よ
り
良
い
酒
を
造
る
べ
く
、
日
々
精

進
し
て
お
り
ま
す
。

弊
社
の
代
表
銘
柄
は
社
名
と
同
様
の
「
笑
四
季
」
で
す
が
、
近

年
で
は
「
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
」「
モ
ン
ス
ー
ン
」「
マ
ス
タ
ー
ピ
ー
ス
」

と
い
っ
た
銘
柄
の
方
が
、
特
に
関
東
の
皆
様
に
は
馴
染
み
が
お
あ
り

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
弊
社
の
酒
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
個

性
的
な
酒
名
と
派
手
な
絵
柄
を
配
し
た
ラ
ベ
ル
で
発
売
し
た
の
は

二
〇
一
〇
年
の
こ
と
。
そ
れ
以
前
の
滋
賀
酒
と
は
一
線
を
画
し
た
味

わ
い
の
酒
は
、
左
党
の
皆
さ
ま
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
日
本
酒

に
馴
染
み
の
な
か
っ
た
お
客
様
に
も
、
日
本
酒
の
面
白
さ
、
奥
深
さ

を
知
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

日
本
酒
の
主
な
原
料
は
ご
存
じ
の
通
り
米
と
水
で
す
。
よ
り
お

い
し
く
、
納
得
の
い
く
酒
を
造
る
た
め
、
二
〇
一
九
年
か
ら
、
滋
賀

ゆ
か
り
の
酒
米「
滋
賀
渡
船
二
号
」を
種
も
み
か
ら
増
や
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
始
め
て
い
ま
す
。
無
農
薬
の
圃
場
で
し
っ
か
り
と
管
理
・
栽

培
し
た
種
も
み
を
、
信
頼
の
お
け
る
農
家
に
供
給
す
る
こ
と
で
県
産

米
の
評
価
、
価
値
を
向
上
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り

笑
えみ

四
し

季
き

酒造株式会社
蔵元　竹島　充修

〒528-0031 滋賀県甲賀市水口町本町1-7-8
TEL：0748-62-0007　FAX：0748-62-9545
HP：https://www.emishiki.com/

唯
一
無
二

唯
一
無
二
のの
酒酒
は
、
は
、良
質
良
質
のの
米米
か
ら
生
ま
れ
る

か
ら
生
ま
れ
る

  

−−

米
作
り
か
ら
始
め
る

米
作
り
か
ら
始
め
る

　
　
　
　「
笑
四
季
」

「
笑
四
季
」のの
酒
造
酒
造
りり

滋
賀
の
酒
蔵
だ
よ
り 

❹
組
み
は
、
県
を
挙
げ
て
酒
米
の
品
質
を
維
持
し
な
が
ら
安
定
し
た

生
産
が
で
き
る
仕
組
み
作
り
を
実
践
し
て
い
る
、
兵
庫
県
の
蔵
元

や
営
農
組
合
か
ら
学
び
、
現
在
も
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
お
付

き
合
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

米
の
味
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
弊
社
の
酒
に
、
質
の
良
い
酒
米

は
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
蔵
元
と
し
て
酒
造
技
術
の
向

上
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
米
作
り
に
つ
い
て
も
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

関
東
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、

笑
四
季
が
送
り
出
す

ユ
ニ
ー
ク
な
酒
名
の

酒
を
目
に
さ
れ
ま
し

た
ら
、
ぜ
ひ
お
手
に

取
り
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
く
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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弊社ではWEBサイトにおいて「歌舞伎座楽市」を配信しております。

歌舞伎座楽市
https://www.kabuki-za.com

一般社団法人地域振興支援「ふるさとのチカラ」／ふるさと代表クラブin滋賀の募集／
GINZA歌舞伎座木挽町広場への出店や催事、WEB配信、通販掲載等ご希望の方の支援をいたします。

東京滋賀県人会様から御連絡いただければ優先的に対応させて頂きます。

楽市とは、天文18年（1549年）に近江国の六角
定頼が、居城である観音寺城の城下町石寺に楽市
令を布いたのが初見とされます（「ウィキペディ
ア（Wikipedia）」より引用）。
その後織田信長公により全国的な発展を遂げたと
されておりますが、弊社も楽市発祥の地滋賀県の
恩恵にあやかり、全国各地の観光・商品・店舗を

紹介する「歌舞伎座楽市」を開設いたしました！
地方活性化への貢献をめざし、バイヤーが厳選した
全国の特産品や銘品を歌舞伎座ならではの視点で紹
介。活気溢れる自由で楽しい“歌舞伎座楽市”を観光
PRの拠点として、伝統と感動を提供していきます！
ご期待ください！

観音寺城の石寺楽市　『ウィキペディア(Wikipedia)』より
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株式会社鹿深サービス
滋賀県甲賀市甲賀町相模683-5 ☎0748-88-5799
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●東京滋賀県人会HP「いま滋賀」
https://imashiga.jp/
県人会のイベント情報や滋賀の文化・風物
の連載、各市町のふるさと納税情報などが
盛り沢山！会員の皆様からの寄稿も大募集
しています！

●東京滋賀県人会Facebook
https://www.facebook.com/東京滋賀県人会
-1013229665488825/
「ここ滋賀」や歌舞伎座で開催するイベント
の最新情報などはこちら！

●YouTube 東京滋賀県人会チャンネル
https://www.youtube.com/channel/
UCpiN-9K5TmCqdO7wyEW5Kgw
県人会のイベントのほか、ふるさと滋賀の
風景・バーチャル寺社参拝など、県人会な
らではの動画コンテンツも充実！

●HP・会報誌への投稿募集
東京滋賀県人会では、会員の皆様からの近況報告、趣味、
旅行、日本社会や世界への提言、随想など、バラエティー
豊かな投稿記事を募集しています。
現在、特に俳句・川柳などの投稿を大募集しています。投
稿いただいた記事は東京滋賀県人会のHP「いま滋賀」に掲
載し、その中から選りすぐったものを会報誌にも掲載いた
します。皆様のご投稿をお待ちしております。
（HPに掲載された方には、東京滋賀県人会オリジナルQUO
カード1000円分を進呈いたします）
投稿先は：
〒103-0004　東京都中央区東日本橋3-6-20　

グランスイート東日本橋スクウェア205号室
　　　　　東京滋賀県人会事務局　会報誌担当
　　　　　Mail：tokyo@shigakenjinkai.jp

●編集後記
　コロナ禍やロシアによるウクライナ侵攻などの難局に終わり
が見えないことに加え、いくつかの衝撃的な事件や電力供給問
題など多くの不安な出来事のあった半年ではありますが、人々
の活動が少しずつ戻りつつあるなど、かすかな兆しも見えるよ
うに思えます。そんな中、「滋賀縣人」は第200号の刊行を迎え
ることができました。いつかこの激動の時代を静かに振り返る
ことができる日が来ることを祈りつつ、次号からも県人会の活
動を鮮やかにお届けしたいと思います。

事務局より
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近江神宮
滋賀県大津市神宮町1-1
京阪石山坂本線近江神宮前駅下車10分
ＪＲ湖西線大津京駅下車20分
☎077-522-3725
E-mail oumi@oumijingu.org

近江神宮時計館宝物館
壬申の乱1350年企画展「各地の弘文天皇・大友皇子伝説」

～12月4日まで開催（常設入館料のみ）

開館 9:30～4:30（祝休日以外の月曜休館）
入館料 大人300円 小中学生150円

古都大津京鎮座 湖国総鎮守

第38代天智天皇をまつる近江神宮は、滋賀県民の皆様の御奉
賛により昭和15年に御鎮座。本年82年となります。
近江神宮は天智天皇の古都、近江大津宮（大津京）跡に鎮座
し、社殿は近江造り・昭和造りといわれ、昭和の神社建築の
代表として登録文化財となっています。

開運・みちびきの神、産業文化学問の神として崇敬が深く、
また漏刻（水時計）・百人一首かるた・流鏑馬で知られ、特
に最近は競技かるたをテーマとした漫画・映画「ちはやふ
る」でよく知られるようになりました。

大津市歴史博物館でミニ企画展「近江神宮造営史－建築技師
大洞藤三郎の設計図面から－」開催（9/6～10/30）

近江勧学館（一般財団法人天智聖徳文教財団）
近江神宮境内に設けられた青少年研修宿泊
施設。各種会合・宿泊にご利用いただけます。

☎077-524-3905 E-mail tendizaidan@r6.dion.ne.jp
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※注目商品としてテレビ他でも紹介されました。
TBS「まるっとサタデー」／フジテレビ「めざましテレビ」 ／琵琶湖放送「滋賀経済now」  その他雑誌メディア、WEBメディア多数

ご購入は ちりりオンラインショップ

《近江牛が描く芸術。》
大切な人との時間を、もっと特別にしてもらいたい。
そんな想いから生れたのが 『Art Beef Gallery』 です。
日本の伝統的な芸術作品を、美しい近江牛で描きました。
日本三大和牛のひとつ近江牛、そのA5ランクのみを使用しています。
脂身と赤身の調和がとれた、見て美しく、食べて美味しい芸術作品を
ご堪能ください。

ONLINE SHOP

本店　〒523-0891滋賀県近江八幡市鷹飼町560-1
TEL : 0748-33-5555

【本店の他、滋賀県、京都府、東京都に６店】

京都つゆしゃぶCHIRIRI 銀座京橋店
東京都中央区京橋2丁目7番19号
京橋イーストビルB1F
tel : 03-5250-1551 fax : 03-5250-1550

京都丸太町つゆしゃぶCHIRIRI 六本木店
東京都港区六本木 3丁目1番25号 
六本木グランドプラザ2F
tel : 03-6435-5857

日本料理を

“未来のために変業する”
という挑戦。

日本料理を

“未来のために変業する”
という挑戦。

価格は15,000円（税込み）で、
近江牛A5ランクサーロイン使用。

近
江
の
こ
だ
わ
り
栽
培
『
榮
米
』

『滋賀羽二重100％使用のおもちも承っております！』『滋賀羽二重100％使用のおもちも承っております！』
※この広告をご覧になり、ご注文いただいた方には粗品を贈呈いたします。※この広告をご覧になり、ご注文いただいた方には粗品を贈呈いたします。

榮農場 滋 賀 県 栗 東 市 蜂 屋 720-2
T E L  0 7 7 - 5 5 2 - 0 3 5 3  h t t p : / / s a k a e f a r m . j p /

〈榮米おかき 〉
焼塩マヨネーズ味　
　100ｇ入り 350円（税別）
青のり七味味　
　100ｇ入り 350円（税別）

『
の
ぞ
ま
れ
る
も
の
を

　
　
　
　 

の
ぞ
む
か
た
に
…
』
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思いやりの気持ちを大切にして、「ありがとう」や「おだいじに」
といった言葉をかけ合い、コロナ禍の困難を乗り越えていきましょう。
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祝「　　　　　」創刊200号
おめでとうございます

一般財団法人東日本橋真宗会堂維持財団
南無阿弥陀仏
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パンパシフィックホテル横浜 メインエントランス

タウンゲート

装飾金物の伝統技術を次世代へ・・・

ホテルメインロビー
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湖南地域

栗東市上鈎・下鈎・手原・蜂屋地区事業用地
⑤所在地 栗東市上鈎・下鈎・手原・蜂屋
用地面積： 〔 区画〕

湖東地域

蚊野外用地
⑪所在地：愛荘町蚊野外地先
用地面積：

湖北地域

湖西地域

マキノ町西浜用地
①所在地：高島市マキノ町西浜地先
開発可能面積： 農地

安曇川町南船木用地
②所在地：高島市安曇川町南船木地先
開発可能面積： 農地

滋賀県の産業用地、その他企業立地に関するお問い合わせは

滋賀県企業立地推進室 まで
ＴＴＥＥＬＬ ００７７７７（（５５２２８８））３３７７９９２２ ／／ＦＦＡＡＸＸ ００７７７７（（５５２２８８））４４８８７７６６
EE--mmaaiill ffdd0000005500@@pprreeff..sshhiiggaa..llgg..jjpp

検 索滋賀 企業立地

⑪

⑨

①

②

⑥

滋賀県内の主な事業用地（ご紹介可能用地及び計画中の用地））

⑦

米原工業団地
⑦所在地：米原市三吉地先他
開発可能面積： （農地）

柏原東部工業団地
⑧所在地：米原市柏原地先
開発可能面積： 農地）

原町用地
⑨所在地：彦根市原町
用地面積：

野田山町地区
⑩所在地：彦根市野田山町
用地面積：約 （農地）

⑤

相撲町用地
⑥所在地：長浜市相撲町地先
用地面積：

⑧

大津市栗林町用地
③所在地：大津市栗林町地先
用地面積： ［ 区画］

大石地区（大津クリーンセンター跡地）
④所在地：大石中六丁目
用地面積： （平地約 ）

大津地域

③

年 月 日現在

甲良町池寺
⑫所在地：甲良町池寺地先
開発可能面積： （山林）

⑫

④

⑩



歌舞伎座の地下
こ びき ちょう

お 土 産 処 　 お 食 事 処 　 お 弁 当 処 を 常 設 し
各 種 屋 台 が 約 20 台 出 店

ウ キ ウ キ ワ ク ワ ク の 楽 し い 広 場 で す ！

歌舞伎座サービス株式会社
東京メトロ日比谷線・都営浅草線「東銀座」駅直結

東京都中央区銀座 4-12-15　TEL 03-3545-6554
営業時間　10：00～18：00
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